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clid
発信回線 ID（CLID）番号に基づいて通話を事前認証するには、AAA事前認証設定モードで
clidコマンドを使用します。設定から clidコマンドを削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

clid[if-avail | required][accept-stop][パスワードパスワード]
noclid[if-avail | required][accept-stop][パスワードパスワード]

構文の説明 (オプション)スイッチがデータを提供する場合、事前認証が成功するた
めには RADIUSが到達可能であり、文字列を受け入れる必要があること
を意味します。スイッチがデータを提供しない場合は、事前認証は成功

します。

利用可能な場合

(オプション)事前認証をパスするには、スイッチが関連データを提供す
る必要があり、RADIUSが到達可能であり、RADIUSが文字列を受け入
れる必要があることを意味します。これら 3つの条件が満たされない場
合、事前認証は失敗します。

必須

(オプション)呼び出し要素の事前認証が成功した後、ctypeや dnisなどの
後続の事前認証要素が試行されないようにします。

accept-stop

(オプション)事前認証要素のパスワードを定義します。デフォルトのパ
スワード文字列は ciscoです。

パスワードパス

ワード

コマンドデフォルト if-availキーワードと requiredキーワードは相互に排他的です。 if-availキーワードが設定され
ていない場合、事前認証設定はデフォルトで requiredに設定されます。

コマンドモード
AAA事前認証設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン 認証、許可、アカウンティング（AAA）事前認証コマンド（clid、 ctype、 dnis）を複数設定
して、事前認証の条件を設定できます。コマンド設定の順序によって、事前認証条件の順序が

決まります。たとえば、 dnis、 clid、 ctypeの順序で設定した場合、これが事前認証プロセス
で考慮される条件の順序になります。

事前認証コマンドを使用して Ciscoルータで事前認証を設定することに加えて、RADIUSサー
バで事前認証プロファイルを設定する必要があります。

例 次の例では、着信コールを CLID番号に基づいて事前認証するように指定します。
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aaa preauth
group radius
clid required

関連コマンド 説明コマンド

通話の種類に基づいて通話を事前認証します。ctype

DNIS番号に基づいて通話を事前認証します。dnis(RADIUS)

事前認証をバイパスする DNIS番号のグループを指定しま
す。

dnisバイパス(AAA事前認証構成)

事前認証に使用するAAARADIUSサーバグループを指定し
ます。

グループ(RADIUS)
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clid（ダイヤルピア）
発信者番号（CLID）情報の表示と使用を制御するには、ダイヤルピア設定モードで clidコマ
ンドを使用します。 CLIDコントロールを削除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

clid {ネットワーク番号number[second-numberstrip] |ネットワーク提供 |オーバーライドrdnis |
制限 | strip[name | pi-restrict[すべて]] | substitutename}
noclid {ネットワーク番号number[second-numberstrip] |ネットワーク提供 |オーバーライドrdnis
|制限 | strip[name | pi-restrict[すべて]] | substitutename}

構文の説明 ネットワーク番号。このルータのCLIDに発信側ネットワーク番号を
確立します。

network-numbernumber

ネットワークによって提供された番号を反映するようにスクリーニン

グインジケーターを設定できます。

network-provided

POTSダイヤルピアのみサポートされます。使用可能な場合は、リダ
イレクトダイヤル番号識別サービス (RDNIS)を使用してCLIDを上書
きします。

overriderdnis

制限された進捗インジケーター (PI)。PIが制限されている場合、CLID
から発信者番号が削除されます。

pi-restrict

CLIDでの発信者 IDの表示を制限します。制限

(オプション)以前に設定された 2番目のネットワーク番号を CLIDか
ら削除します。

second-numberstrip

CLIDから発信者番号を削除します。

• name --(オプション)発信者名。CLIDから発信者名を削除します。

• pi-restrict[all] --(オプション)制限された PI。 PIが制限されてい
る場合、CLIDからすべての発信者名と番号が削除されます。

strip

PIが許可している場合（発信者名が空の場合）、発信者番号を表示名
にコピーします。

substitutename

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
ダイヤルピア設定 (config-dial-peer)
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コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

overriderdnisキーワードが追加されました。12.2(13)T

次のキーワードが追加されました: network-provided、 pi-restrictall、および
substitutename。

12.4(4)T

使用上のガイドライン overriderdnisキーワードは、POTSダイヤルピアに対してのみサポートされます。

CLIDは、通話の発信元となる請求電話番号に関する情報の集合です。 CLID値は、電話番号
全体、市外局番、または市外局番と市内交換機の組み合わせになります。発信者 IDとも呼ば
れます。このコマンドのさまざまなキーワードは、さまざまなCLID要素の表示、制限、また
は削除を管理します。

clidnetwork-numberコマンドは、プレゼンテーションインジケータを「y」に設定し、スク
リーニングインジケータを「network-provided」に設定します。 second-numberstripキーワー
ドは、H.225送信元アドレスフィールドから元の発信者番号を削除します。このキーワード
は、ネットワーク番号が以前に設定されている場合にのみ有効です。

clidoverriderdnisコマンドは、RDNISが使用可能な場合に CLIDを RDNISで上書きします。

clidrestrictコマンドにより、発信者番号が情報要素内に表示されますが、表示インジケータは
「n」に設定され、着信側には表示されません。

clidstripコマンドにより、情報要素内の発信者番号がヌルになり、表示インジケータが「n」
に設定されて、着信側への表示が防止されます。

例 次の例では、POTSダイヤルピア 4321の発信側ネットワーク番号を 98765に設定しま
す。

Router(config)# dial-peer voice 4321 pots
Router(config-dial-peer)# clid network-number 98765

この結果を得には、second-numberstripキーワードを clidnetwork-numberコマンドの
一部として入力するという別の方法があります。次の例では、VoIPダイヤルピア1234
の発信側ネットワーク番号を 56789に設定し、2番目のネットワーク番号が送信され
ないようにします。

Router(config)# dial-peer voice 1234 voip
Router(config-dial-peer)# clid network-number 56789 second-number strip

次の例では、利用可能な場合は発信者番号を RDNISで上書きします。

Router(config-dial-peer)# clid override rdnis

次の例では、発信者番号が表示されないようにします。

Router(config-dial-peer)# clid restrict

clid through credentials (sip-ua)
6

clid through credentials (sip-ua)

clid（ダイヤルピア）



次の例では、CLID情報から発信者番号を削除し、発信者番号が表示されないようにし
ます。

Router(config-dial-peer)# clid strip

次の例では、CLID情報から名前を削除し、名前が表示されないようにします。

Router(config-dial-peer)# clid strip name

次の例では、PIが CLID情報の CLIDストリップを制限するように設定されている場
合、発信者番号を CLID情報から削除し、発信者番号が表示されないようにしていま
す。

Router(config-dial-peer)# clid strip pi-restrict

次の例では、PIが CLID情報の CLIDストリップを制限するように設定されている場
合、発信者名と番号を CLID情報から削除し、発信者名と番号が表示されないように
しています。

Router(config-dial-peer)# clid strip pi-restrict all

次の例では、発信者番号を表示名に置き換えます。

Router(config-dial-peer)# clid substitute name

次の例では、番号がネットワークによって提供されたことを反映するようにスクリー

ニングインジケーターを設定できます。

Router(config-dial-peer)# clid network-provided

関連コマンド 説明コマンド

ネットワークが提供する ISDN番号を ISDN発呼者情報要素スクリー
ニングインジケータフィールドに渡し、音声サービス voip設定モー
ドの発信回線識別子から、発呼者名と番号を削除し、または、

Remote-Party-IDと Fromヘッダーの欠落している表示名フィールドを
代替して発信番号の表示を許可します。

clid(音声サービス
-voip)
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clid（音声サービス VoIP）
ネットワーク提供の ISDN番号を ISDN発信側情報要素スクリーニングインジケータフィール
ドに渡し、voice service voip設定モードで発信回線識別子から発信側の名前と番号を削除する
か、Remote-Party-IDおよび Fromヘッダーの欠落したDisplay Nameフィールドを代用して発信
番号を表示できるようにするには、voice service voip設定モードで clidコマンドを使用します。
デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

clid {ネットワーク提供 | strippi-restrictすべて | substitutename}
noclid {ネットワーク提供 | strippi-restrictすべて | substitutename}

構文の説明 画面インジケーターをネットワーク提供として設定します。ネットワーク-提
供

PSTNから SIPへの操作で、プログレスインジケータ（PI）が制限されて
いる場合、CLIDを削除します。また、PSTNから SIPへの操作で、PIが
制限されている場合、発信者名と番号を削除します。

strippi-restrictall

PSTNから SIPへの操作で使用できない場合、発信番号を表示名にコピー
します。

substitutename

コマンドデフォルト clidコマンドは、ISDN発信側情報要素スクリーニングインジケータフィールドでユーザ指定
の ISDN番号を渡します。

コマンドモード
音声サービス VoIP構成 (config-voi-srv)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(4)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン ネットワーク提供の ISDN番号を ISDN発信側情報要素スクリーニングインジケータフィール
ドで渡すには、 clidnetwork-providedキーワードを使用します。

CLIDから発信者名と発信者番号を削除するには、 clidstrippi-restrictallキーワードを使用しま
す。

Remote-Party-IDヘッダーと FromヘッダーにDisplay Nameフィールドを表示できるようにする
には、 clidsubstitutenameキーワードを使用します。発信番号は表示名フィールドに置き換え
られます。

例 次の例では、ネットワークが提供する ISDN番号を ISDN発信側情報要素スクリーン
インジケータフィールドで渡します。
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Router(conf-voi-serv)# clid network-provided

次の例では、ISDN発信側情報要素スクリーニングインジケータフィールドでユーザ
指定の ISDN番号を渡します。

Router(conf-voi-serv)# no clid network-provided

次の例では、発信者回線識別子 (CLID)から発信者の名前と番号を削除します。

Router(conf-voi-serv)# clid strip pi-restrict all

次の例では、発信者の名前と番号が CLIDから削除されません。

Router(conf-voi-serv)# no clid strip pi-restrict all

次の例では、Remote-Party-IDヘッダーとFromヘッダーの欠落したDisplayNameフィー
ルドの代わりに発信者番号を表示できます。

Router(conf-voi-serv)# clid substitute name

次の例では、Remote-Party-IDヘッダーと Fromヘッダーの欠落した表示名フィールド
の代わりに発信者番号を表示することを禁止します。

Router(conf-voi-serv)# no clid substitute name

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピア設定モードでの CLID情報の表示と使用を制御します。clid(ダイヤルピ
ア)
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clid strip
発信側番号を発信回線 ID（CLID）情報から削除し、発信側番号が着信側に提示されないよう
にするには、ダイヤルピア設定モードで clidstripコマンドを使用します。制限を解除するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

clidstrip[name]
noclidstrip[name]

構文の説明 （オプション）着信コールと発信コールの両方で発信者名を削除します。名

前

コマンドデフォルト 発信者番号と名前は CLID情報に含まれます。

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更Cisco CMEバージョンCisco IOSリリース

このコマンドが導入されました。2.0112.2(11)T

このコマンドは変更されました。nameキーワード
が追加されました。

3.012.2(15)ZJ1

このコマンドがCisco IOS Release 12.3(4)Tに統合さ
れました。

3.012.3(4)T

使用上のガイドライン clidstripコマンドが発行された場合、情報要素内の発信者番号はヌルとなり、表示インジケー
タは「n」に設定され、着信者への番号の表示が防止されます。

番号と名前の両方を削除する場合は、コマンドを 2回発行する必要があります (1回は name
キーワードを使用します)。

例 次の例では、CLID情報から発信者番号を削除し、発信者番号が表示されないようにし
ます。

Router(config-dial-peer)# clid strip

次の例では、発信者 ID表示から発信者番号と発信者名の両方を削除します。

Router(config-dial-peer)# clid strip
Router(config-dial-peer)# clid strip name
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関連コマンド 説明コマンド

ルータに CLIDのネットワーク番号を設定し、それを発信側番号とし
て使用します。

clidネットワーク番号

発信者番号が CLIDによって提示されるのを防ぎます。clidrestrict

2番目のネットワーク番号が CLID情報で送信されるのを防ぎます。clidsecond-numberstrip

clid through credentials (sip-ua)
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clid strip reason
発信回線 ID（CLID）理由コードを削除し、電話機に表示されないようにするには、ダイヤル
ピア音声設定モードでclidstripreasonコマンドを使用します。設定を無効にするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

clidstrip理由
noclidstrip理由

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト CLID理由コードは削除されません。

コマンドモード
ダイヤルピア音声構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン ゲートウェイで caller-idenableコマンドが有効化されており、ゲートウェイが発信者、クライ
アント層インターフェイスポート（CLIP）、またはCallingLine IdentificationRestriction（CLIR）
の設定に応じて情報を転送する場合、受信側の電話に「利用不可」（unavailable）メッセージ
が表示されます。「利用不可」メッセージは、発信者名が存在しない理由を示す標準メッセー

ジです。

clidstripreasonコマンドを使用すると、メッセージを削除し、呼び出しパラメータのみを転送
することができます。

例 次の例は、CLID理由コードを削除する方法を示しています。

Router# configure terminal
Router(config)# dial-peer voice 88 voip
Router(config-dial-peer)# clid strip reason

関連コマンド 説明コマンド

発信者 ID情報の送信または受信を許可します。発信者 IDを有効にす
る

CLID情報から発信者番号を削除し、発信者番号が着信側に提示され
ないようにします。

clidstrip
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説明コマンド

特定のダイヤルピアを定義し、音声カプセル化の方法を指定して、ダ

イヤルピア設定モードに入ります。

dial-peervoice
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client-vtp（音声クラス）
クライアント検証トラストポイントを設定し、それを TLSプロファイルに関連付けるには、
音声クラス設定モードでコマンド client-vtpを使用します。クライアント検証トラストポイン
トを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

client-vtp検証トラストポイント
no client-vtp

構文の説明 クライアント検証トラストポイントを割り当てます。検証トラストポイン

ト

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード 音声クラスの構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、音声クラス設定モードで導

入されました。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.1a

使用上のガイドライン クライアント検証トラストポイントは、コマンド voice class tls-profiletagによって TLSプロ
ファイルに関連付けられます。 タグは、クライアント検証トラストポイント設定をコマンド

暗号シグナリングに関連付けます。

例 次の例は、音声クラス tls-profileを作成し、クライアント検証トラストポイントを関連
付ける方法を示しています。

Router(config)#voice class tls-profile 2
Router(config-class)#client-vtp TPname

関連コマンド 説明コマンド

TLSセッションに必要なコマンドを設定するためのサブオプションを提
供します。

voice class
tls-profile

TLSハンドシェイクプロセス中に使用されるトラストポイントまたは
tls-profiletagを識別します。

crypto signaling
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クロックレート（コーデックプロファイル）
コーデックのクロックレート（Hz）を設定するには、コーデックプロファイル設定モードで
clock-rateコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用
します。

クロックレートクロックレート

noクロックレート

構文の説明 1から 1000000までの範囲の数値。クロックレー

ト

コマンドデフォルト デフォルトのクロックレートは 0です。

コマンドモード
コーデックプロファイル設定 (config-codec-profile)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

使用上のガイドライン H.263/H.264の場合、クロックレートは 90000に設定する必要があります。

例 次の例では、以下のように表示されます。

codec profile 116 h263
clock-rate 500000
fmtp "fmtp "fmtp:120 SQCIF=1;QCIF=1;CIF=1;CIF4=2;MAXBR=3840;I=1""
!

関連コマンド 説明コマンド

ビデオエンドポイントに必要なビデオ機能を定義します。コーデックプロファイ

ル

clid through credentials (sip-ua)
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クロック選択
OC-3/STM-1 ATM回線エミュレーションサービスネットワークモジュールに必要なクロッキ
ング信号のソースと優先順位を確立するには、CESコンフィギュレーションモードでclock-select
コマンドを使用します。

クロック選択優先番号インターフェイススロット/ポート

構文の説明 クロックソースの優先度。範囲は 1 (高優先度)から 4 (低優先度)です。デ
フォルト値はありません。

優先番号

クロックソースを供給するインターフェイスを指定します。インターフェイ

ス

インターフェース上のバックプレーンスロット番号とポート番号。スロット/ポート

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
CES構成 (config-ces)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズに追加されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、OC-3/STM-1 ATM CESネットワークモジュールを備えた Cisco 3600シリー
ズルータで使用されます。

同期または同期残余タイムスタンプ (SRTS)クロッキングモードをサポートするには、プライ
マリ参照ソースを指定して、ソースから宛先への固定ビットレート (CBR)データのフローを
同期する必要があります。

最大4つのクロック優先度を指定できます。ルータ内で最も優先度が高いアクティブインター
フェイスは、ネットワーククロック同期サービスを必要とする他のすべてのインターフェイス

にプライマリ参照ソースを提供します。 5番目の優先順位は、ネットワークモジュール上の
ローカル発振器です。

ルータに現在設定されているクロックプライオリティを表示するには、 showcesclock-selectコ
マンドを使用します。

例 次の例では、ルータ上で 2つのクロックプライオリティを定義します。

clock-select 1 cbr 2/0
clock-select 2 atm 2/0
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関連コマンド 説明コマンド

CESインターフェイスのタイミング回復クロックを設定します。チャネルグルー

プ

CESインターフェイスの送信クロックソースを設定します。クロックソース

ネットワーククロックソースとして指定されているポートを表示します。showcesclock

clid through credentials (sip-ua)
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cm-current-enhance
長いケーブルを含む配線に存在する極端なレベルの縦方向ノイズに対する耐性を向上させるに

は、音声ポート設定モードで cm-current-enhanceコマンドを使用します。デフォルト設定に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

cm-現在-強化する
nocm-現在-enhance

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト cm-current-enhanceコマンドが設定されていません。

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(1)T

使用上のガイドライン このコマンドは通常の状況では使用しないでください。配線上の縦方向ノイズのレベルが極め

て高い場合にのみ、ノイズ耐性を向上させるために使用してください。

このコマンドは、次のプラットフォームで、示されているモードで使用できます。

• VIC3-2FXS-E/DID（FXSおよび DIDモード）

• VIC3-2FXS/DID、VIC3-4FXS/DID、および EM3-HDA-8FXS/DID（DIDモードのみ）

動作モード: cm電流強化モードがアクティブになると、Silabチップ (Si324x)の REG 73が 1に
プログラムされ、コモンモード電流ノイズに対する耐性が強化されます。

シグナリングタイプの変更:コマンドは現在のシグナリングタイプ値に対して有効です。シ
グナリングタイプの変更後、コマンドの状態は保存されず、適用されません。

例 次の例は使用方法を示しています。

Device# config t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)# voice-port 0/1/0
Device(config-voiceport)# cm-current-enhance
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cn-san検証 (音声クラス tls-profile)
TLSハンドシェイク中にピア証明書のサーバ、クライアント、または双方向 ID検証を有効に
するには、音声クラス tls-profile設定モードでコマンド cn-san validateを使用します。証明書
IDの検証を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

cn-san検証 {サーバ|クライアント |双方向}

no cn-san

構文の説明 クライアント側のSIP/TLS接続中に、サーバ証明書の共通名 (CN)お
よびサブジェクト代替名 (SAN)フィールドを通じてサーバ IDの検
証を有効にします。

サーバを検証する

サーバ側の SIP/TLS接続中に、クライアント証明書の CNおよび
SANフィールドを通じてクライアント IDの検証を有効にします。

クライアントを検証す

る

CN-SANフィールドを通じてクライアントとサーバの両方の ID検証
を有効にします。

双方向検証

コマンドデフォルト ID検証が無効になっています。

コマンドモード 音声クラスの構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

voice class tls-profile設定モードで、clientおよ
びbidirectionalオプションが導入されました。

Cisco IOS XE Cupertino 17.8.1a

音声クラスTLS設定モードで、validate server
コマンドが導入されました。

YANGモデルのサポートを導入しました。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.1a

使用上のガイドライン サーバー IDの検証は、グローバル暗号化シグナリング（crypto signaling）および音声クラス
TLSプロファイル（voice class tls-profile）設定により、安全なシグナリング接続に関連付けら
れます。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.1aリリースから、cn-sanvalidate serverにより、SIP TLS接続を確
立しながらサーバー証明書を検証できるようになりました。この検証では、CUBEセッション
ターゲットで設定されたドメイン名が、CNフィールドまたはSANフィールドのいずれかに含
まれる名前のいずれかと一致するかどうかを確認します。これらが一致する場合にのみセッ

ションが確立されます。

Cisco IOS XE Cupertino 17.8.1aリリースから、コマンドが拡張され、clientおよび biderectional
キーワードが含まれるようになりました。クライアントオプションを使用すると、サーバは、

提供された証明書に含まれる CNおよび SANホスト名を cn-san FQDNの信頼できるリストと
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照合して、クライアントの IDを検証できます。一致が見つかった場合にのみ接続が確立され
ます。この cn-san FQDNリストは、セッションターゲットホスト名に加えて、サーバー証明
書の検証にも使用されるようになりました。biderectionalオプションは、サーバー（サーバー）
モードおよびクライアント（client）モードの両方を組み合わせることにより、クライアント接
続とサーバー接続の両方のピア IDを検証します。 cn-san validateを構成すると、新しい TLS
接続ごとにピア証明書の IDが検証されます。

Cisco IOS XE Cupertino 17.8.1a以降、 voice class tls-profileタグを voice-class tenantに
関連付けることもできます。クライアント証明書の CN-SAN検証では、コマンド
cn-santagsan-nameを使用して、許可されるホスト名とパターンのリストを定義しま
す。

例 次の例は、音声クラス tls-profileを設定し、サーバ ID検証機能を関連付ける方法を示
しています。

Router(config)#voice class tls-profile 2
Router(config-class)#cn-san validate server

Router(config)#voice class tls-profile 3
Router(config-class)#cn-san validate client

Router(config)#voice class tls-profile 4
Router(config-class)#cn-san validate bidirectional

関連コマンド 説明コマンド

TLSセッションに必要なコマンドを構成するためのサブオプションを提
供します。

voice
classtls-profile

受信または送信 TLS接続のピア証明書を検証するために使用される
CN-SAN名のリスト。

cn-sanタグ
san-name
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cn-san（音声クラス TLSプロファイル）
着信または発信TLS接続のピア証明書に対して検証する完全修飾ドメイン名 (FQDN)のリスト
を設定するには、voice class tls-profile設定モードで cn-sanコマンドを使用します。

着信接続の場合、このリストはクライアント証明書の CNフィールドと SANフィールドを検
証するために使用されます。送信接続の場合、このリストはセッションターゲットホスト名

とともに使用され、サーバ証明書の CNフィールドと SANフィールドを検証します。

証明書検証 cn-sanエントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

cn-san{1-10}完全修飾ドメイン名

nocn-san{1-10}完全修飾ドメイン名

構文の説明 cn-san FQDNリストエントリのタグを指定します。1-10

FQDNまたはドメインワイルドカードを *.domain-nameの形式で指定し
ます。

完全修飾ドメイン

名

コマンドデフォルト cn-san名は設定されていません。

コマンドモード
音声クラス TLSプロファイル設定モード

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されます。Cisco IOSXECupertino 17.8.1a

使用上のガイドライン ピア証明書の検証に使用される FQDNは、最大 10個の cn-sanエントリを持つ TLSプロファ
イルに割り当てられます。 TLS接続が確立される前に、これらのエントリの少なくとも 1つ
が、証明書の共通名 (CN)フィールドまたはサブジェクト代替名 (SAN)フィールドのいずれか
の FQDNと一致する必要があります。 CNまたは SANフィールドで使用されるドメインホス
トを一致させるには、ドメインワイルドカードを使用して、cn-sanエントリを厳密に
*.domain-name（例: *.cisco.com）の形式で指定します。その他のワイルドカードの使用は許可
されません。

サーバ証明書は、SIPセッションのターゲット FQDNを CNまたは SANフィールドと照合す
ることによって検証することもできます。

（注）

例 次の例では、cn-san名をグローバルに有効化しています。
Router(config)# voice class tls-profile 1
Router(config-class)# cn-san 2 *.webex.com
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関連コマンド 説明コマンド

TLSセッションに必要なコマンドを構成するためのサブオプションを提
供します。

voice class
tls-profile

clid through credentials (sip-ua)
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コーデック（ダイヤルピア）
ダイヤルピアの音声コーダ速度を指定するには、ダイヤルピア設定モードで codecコマンドを
使用します。コマンド設定をデフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使
用します。

コーデックコーデック[プロファイルtag] {[バイトペイロードサイズ] |透明}[固定バイト][モー
ド {independent | adaptive}][ビットレート値][フレームサイズ {30 | 60}[fixed]]
コーデックなしコーデック[プロファイルtag]{[バイトペイロードサイズ] |透明}[固定バイト][モー
ド {independent | adaptive}][ビットレート値][フレームサイズ {30 | 60}[fixed]]

構文の説明 音声のボイスコーダレートを指定します。さまざまなプラットフォームで

使用できるコーデックオプションについては、次の (最初の)表で説明しま
す。

コーデック

(オプション)各フレームの音声ペイロードのバイト数を指定する引数の前
に付けます。

バイト

(オプション)各フレームの音声ペイロード内のバイト数。有効なエントリ
とデフォルト値については、以下の 2番目の表を参照してください。

ペイロードサイ

ズ

CiscoUnified Border Element内のエンドポイント間でコーデック機能を透過
的に渡すことを可能にします。

（注）

transparentキーワードは、Cisco 2600、3600、7200、および 7500シリーズ
ルータプラットフォームでのみ使用できます。

透明

(オプション)コーデックのバイトサイズが固定されており、変更不可能で
あることを示します。

固定バイト

(オプション) Cisco Internet Speech Audio Codec (iSAC)コーデックのみ。各
パケットにカプセル化される iSAC動作フレームモードを指定します。

モード

(オプション) iSACコーデックのみ。構成モードの可変ビットレートが独
立していることを指定します (値 1)。

独立した

(オプション) iSACコーデックのみ。構成モードの可変ビットレートが適
応型 (値 0)であることを指定します。

adaptive

(オプション) iSACコーデックのみ。ターゲットビットレートをキロビッ
ト/秒単位で設定します。範囲は 10～ 32です。

ビットレート値
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(オプション) iSACコーデックのみ。動作フレームをミリ秒 (ms)単位で指
定します。有効なエントリは次のとおりです:

• 30--30ミリ秒フレーム

• 60--60ミリ秒フレーム

• fixed--このキーワードは、アダプティブモードにのみ適用されます。

フレームサイズ

(オプション)コーデックに関連付けられているプロファイルを定義します。profile

(オプション)コーデックに関連付けられているコーデックプロファイルタ
グを指定します。範囲: 1～1000000。

タグ

コマンドデフォルト g729r8、Voice over Frame Relay (VoFR)および Voice over ATM (VoATM)の場合は 30バイトの
ペイロード。g729r8、Voice over IP (VoIP)の場合は 20バイトのペイロード。コーデックの有
効なエントリとデフォルト値については、2番目の表を参照してください。

コマンドモード ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズに追加されました。11.3(1)T

このコマンドが Cisco 2600シリーズに実装されました。11.3(3)T

このコマンドがCiscoAS5300に実装されました。このリリースでは、
clear-channelキーワードはサポートされていません。

12.0(3)T

このコマンドは、Cisco 3600シリーズ、Cisco 7200シリーズ、および
Cisco MC3810に実装され、VoFRダイヤルピア用に変更されました。

12.0(4)T

より多くのコーデック選択肢とその他のオプションが実装されまし

た。

12.0(5)XE

Cisco 2600およびCisco 3600シリーズに、 g729br8およびpre-ietf codec
キーワードが追加されました。

12.0(5)XK

このコマンドはCisco IOSリリース 12.0.(7)Tに統合され、CiscoAS5800
に実装されました。音声コーダのコーディングレートが追加されまし

た。このリリースでは、 clear-channelキーワードはサポートされて
いないため、コマンド構文では使用できなくなりました。

12.0(7)T

Cisco MC3810に g729abr8および g729ar8 codecキーワードが追加さ
れ、 pre-ietfキーワードが削除されました。

12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

gsmefrおよび gsmfrコーデックキーワードが追加されました。12.1(5)T
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変更リリース

このコマンドは、Cisco 1750および Cisco 1751に実装されました。12.2(8)T

transparentキーワードが、H.323から H.323接続で使用するために追
加されました。このキーワードは js2イメージでのみ使用できます。

12.2(13)T3

gsmefrおよびgsmfrキーワードは、MSAv6DSPを搭載したCiscoAS5400
および AS5350上の gsmfrコーデックを除くすべてのプラットフォー
ムで設定可能なコーデックオプションとして削除されました。

transparentキーワードは、H.323から SIPへの接続をサポートするよ
うになりました。

12.4(11)XJ2

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

g722-64キーワードが追加されました。12.4(15)XY

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

fixed-bytesキーワードが追加されました。15.0(1)M

このコマンドは変更されました。 isacキーワードがコーデックタイプ
として追加され、 mode、 independent、 adaptive、 bitrate、および
fixedキーワードが設定可能なパラメータとして追加されました。

15.1(1)T

このコマンドは、Cisco Unified Border Elementの Opusコーデックをサ
ポートするように変更されました。 Opusコーデックの設定可能なパ
ラメータとして、キーワード profile と変数 tag が追加されました。

Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.1a

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino
17.7.1a

使用上のガイドライン

YANGでは、ダイヤルピアで設定できるのは codec transparentのみです。その他のすべての
コーデック設定では、「ボイスクラスコーデック」（voice class codec）設定を使用します。

（注）

このコマンドを使用して、VoIPまたは VoFRダイヤルピアの特定の音声コーダの音声速度と
ペイロードサイズを定義します。このコマンドは VoATMにも使用されます。

codec complexity voice-card設定コマンドで使用される設定がコーデックをサポートしている限
り、ダイヤルピアで特定のコーデックタイプを設定できます。 codec complexityコマンドは、
ボイスカードおよびプラットフォーム固有です。 codec complexityボイスカード設定コマンド
は、高（high）または中（medium）に設定されています。

codec complexityコマンドが高（high）に設定されている場合、キーワード: g711alaw、
g711ulaw、g722-64、g723ar53、g723ar63、g723r53、g723r63、g726r16、g726r24、g726r32、
g728、g729r8、および g729br8を使用できます。
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codec complexityコマンドが中（medium）に設定されている場合、キーワード: g711alaw、
g711ulaw、g726r16、g726r24、g726r32、g729r8、g729br8を使用できます。

codecダイヤルピア設定コマンドは、狭い帯域幅のコーデックに変更する必要がある場合に役
立ちます。G.711などの広帯域幅コーデックは、小帯域幅リンクには適合しません。ただし、
g711alawおよび g711ulawコーデックは、他のコーデックよりも高品質の音声伝送を提供しま
す。 g729r8コーデックは、帯域幅を大幅に節約しながら、ほぼ有料品質を実現します。

transparentキーワードは、Cisco IOSリリース 12.2(13)T3以降、H.323対 H.323コール接続で
使用できます。H.323からSIPコール接続におけるキーワードのサポートは、Cisco IOSRelease
12.4(11)XJ2から開始されます。

接続のダイヤルピアのコーデック値が一致しない場合、通話は失敗します。

bytesキーワードを使用して各 VoIPフレームのペイロードを変更できます。 bytesキーワード
と payload-size引数を使用して各 VoFRフレームのペイロードを変更できます。ただし、ペイ
ロードサイズを増やすと、各音声パケットの処理遅延が発生する可能性があります。

次の表は、コーデックおよびパケット音声プロトコルの音声ペイロードオプションとデフォル

ト値を示しています。

表 1 :音声ペイロード/フレームのオプションとデフォルト

デフォルトの音

声ペイロード

（バイト単位）

音声ペイロードオプション（バイト単

位）

プロトコルコーデック

160 240 24080, 160 40から 240までの 40の倍数 40
から 240までの 40の倍数

VoIP VoFR VoATMg711alaw
g711ulaw

16080, 160, 240VoIPg722-64

20 20 2020～220（20の倍数）20～240（20の
倍数）20～240（20の倍数）

VoIP VoFR VoATMg723ar53
g723r53

24 24 2424の倍数で 24から 216まで 24の倍数
で 24から 240まで 24の倍数で 24か
ら 240まで

VoIP VoFR VoATMg723ar63
g723r63

40 60 6020から 220（20の倍数）10から 240
（10の倍数）10から 240（10の倍数）

VoIP VoFR VoATMg726r16

60 90 9030～210（30の倍数）15～240（15の
倍数）30～240（15の倍数）

VoIP VoFR VoATMg726r24

80 120 12040～200（40の倍数）20～240（20の
倍数）40～240（20の倍数）

VoIP VoFR VoATMg726r32

40 60 6010から 230まで 10の倍数 10から 240
まで 10の倍数 10から 240まで 10の
倍数

VoIP VoFR VoATMg728
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デフォルトの音

声ペイロード

（バイト単位）

音声ペイロードオプション（バイト単

位）

プロトコルコーデック

20 30 3010の倍数で 10から 230まで、10の倍
数で 10から 240まで、10の倍数で 10
から 240まで

VoIP VoFR VoATMg729abr8
g729ar8 g729br8
g729r8

30 6010から 230までの 10の倍数VoIPisac

codec-typeとして G.729r8または G.723を設定している場合、 payload-size引数の最大値は 60
バイトです。

（注）

通話品質については、 g711alawまたは g711ulawキーワードを使用します。これらの値は高品
質の音声伝送を実現しますが、かなりの量の帯域幅を使用します。ほぼ有料品質（および大幅

な帯域幅の節約）を得るには、 g729r8キーワードを使用します。

G.723および G.728コーデックは、Cisco Hoot and Hollerアプリケーション用の Cisco 1700プ
ラットフォームではサポートされていません。

（注）

clear-channelキーワードは、Cisco AS5300ではサポートされていません。（注）

G.722-64コーデックは、H.323および SIPでのみサポートされます。（注）

例 次の例は、終端ノードとして機能するルータ上で、音声フレームあたり 120バイトの
ペイロードを持つ有料品質の音声を提供する音声コーダレートを設定する方法を示し

ています。サンプル設定はグローバル設定モードで開始され、VoFRダイヤルピア
200用です。

dial-peer voice 200 vofr
codec g711ulaw bytes 240

次の例は、有料品質を提供しながら比較的大量の帯域幅を使用する VoIPダイヤルピ
ア 10の音声コーダレートを設定する方法を示しています。

dial-peer voice 10 voip
codec g711alaw
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次の例は、Cisco Unified Border Elementで使用される透過コーデックを設定する方法を
示しています。

dial-peer voice 1 voip
incoming called-number .T
destination-pattern .T
session target ras
codec transparent

関連コマンド 説明コマンド

通話密度とコーデックの複雑さを指定します。コーデック(DSPファームプロファイ
ル)

音声圧縮を指定します。コーデック（音声ポート）

使用されるコーデックに基づいて、通話密度とコー

デックの複雑さを指定します。

コーデック複雑度

ダイヤルピアのコーデック設定を表示します。showdialpeervoice
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コーデック（DSP）
特定のコーデック標準に基づいてコール密度とコーデックの複雑さを指定するには、DSPイン
ターフェイスの DSPファーム設定モードで codecコマンドを使用します。カードタイプをデ
フォルトにリセットするには、コマンドの no形式を使用します。

コーデック {high | med}
noコーデック {high | med}

構文の説明 高い複雑性を指定します:コーデックの任意の組み合わせの2つのチャネル。高

中程度の複雑さを指定します: g711/g726/g729a/faxの 4つのチャネル。中

コマンドデフォルト 中程度の複雑さ

コマンドモード
DSPインターフェース DSPファーム

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 7200シリーズに追加されました。12.0(5)XE

このコマンドはCiscoリリース 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 7500シリーズに実装されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは、Cisco 7200シリーズおよび Cisco 7500シリーズルータでのみサポートされま
す。

コーデックの複雑さは、圧縮を実行するために必要な処理の量を指します。コーデックの複雑

さは、DSPfarmインターフェイスで実行できる通話の数 (通話密度と呼ばれる)に影響します。
コーデックの複雑さが増すほど、処理される通話の数は少なくなります。たとえば、G.711で
は G.728よりも DSP処理が少なくて済むため、帯域幅が利用できる限り、G.728よりも G.711
標準を使用するとより多くの通話を同時に処理できます。

DSPinterface dspfarm codec complexity設定は、 codecdialpeerconfigurationコマンドで使用でき
るオプションに影響します。

コーデックの複雑度を変更するには、最初に、設定されているチャネル関連信号（CAS）グ
ループまたは DS0グループを削除し、変更後にそれらを再設定する必要があります。

Cisco 2600シリーズルータおよび 3600シリーズのコーデックの複雑度は、voice-card設定モー
ドで codeccomplexityコマンドを使用して設定します。

（注）
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例 次の例では、Cisco 7200シリーズルータの DSPfarmインターフェイス I/Oを高圧縮に
対応するように設定します。

dspint DSPFarm 1/0
codec high

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアの音声コーデックレートを指定します。コーデック(ダイヤルピ
ア)

使用しているコーデック標準に基づいて、通話の密度とコーデッ

クの複雑度を指定します。

コーデック複雑度
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コーデック（DSPファームプロファイル）
デジタル信号プロセッサ (DSP)ファームプロファイルでサポートされるコーデックを指定する
には、DSPファームプロファイル設定モードで codecコマンドを使用します。コーデックを
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

コーデック {コーデックタイプ[resolution] | [フレームレートフレームレート] | [ビットレート
ビットレート] | [rfc-2190] |パススルー}
noコーデック {コーデックタイプ[resolution] | [フレームレートフレームレート] | [ビットレート
ビットレート] | [rfc-2190] |パススルー}

構文の説明 優先するコーデックを指定します。

• g711alaw - G.711 a-law 64,000ビット/秒 (bps)

• g711ulaw--G.711 mu-law 64,000 bps

• g722r-64--G.722-64（64,000 bps時）

• g729abr8--G.729 ANNEX Aおよび B 8000 bps

• g729ar8--G.729 ANNEX A 8000 bps

• g729br8--G.729 ANNEX B 8000 bps

• g729r8--G.729 8000 bps

• h263 -- H.263ビデオコーデック

• h264 -- H.264ビデオコーデック

• ilbc--インターネット低ビットレートコーデック（iLBC）

• isac - Ciscoインターネット音声オーディオコーデック (iSAC)コー
デック

コーデックタイプ

サポートされているビデオ解像度を指定します。有効なエントリは次

のとおりです。

• H.263の場合 --qcifおよびcif

• H.264の場合--qcif、 cif、vga、w360p、w448p、4cif、および 720p

（注）

720pオプションは、同種のビデオ会議にのみ適用されます。

resolution

フレームレートを指定します。有効な入力値は 15 fpsまたは 30 fpsで
す。

このオプションは同種会議にのみ適用されます。

フレームレートフ

レームレート
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ビットレートを指定します。

このオプションは同種会議にのみ適用されます。

ビットレートビット

レート

RFC-2190に従ったペイロード形式を指定します。RFC-2190

コーデックのパススルーを有効にします。トランスコーディングおよ

びメディアターミネーションポイント (MTP)プロファイルがサポート
されています。

パススルー

コマンドデフォルト 次のトランスコーディングのデフォルトは、音声プロファイルの設定時にのみ適用されます。

ビデオトランスコーディングを構成するときは、オーディオコーデックを指定する必要があり

ます。

• g711alaw

• g711ulaw

• g729abr8

• g729ar8

• g711alaw

• g711ulaw

• g729abr8

• g729ar8

• g729br8

• g729r8

• g711ulaw

コマンドモード
DSP farm profile configuration (config-dspfarm-profile)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

そのパススルーキーワードが追加されました。12.4(4)T

gsmefrおよび gsmfrキーワードは、すべてのプラットフォームにおける設定可能
なコーデックオプションから削除されました。

12.4(11)XJ2

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

その g722r-64キーワードが追加されました。12.4(15)XY

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T
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変更リリース

IPv6のサポートが追加されました。12.4(22)T

このコマンドは変更されました。 isacキーワードが追加されました。15.1(1)T

このコマンドは変更されました。 frame-rate、bitrate、rfc-2190、および
pass-throughキーワードが追加されilbc、h.263およびh.264のコーデックサポート
が追加されました。

15.1(4)M

使用上のガイドライン 各MTPプロファイルでは 1つのコーデックのみがサポートされます。複数のコーデックをサ
ポートするには、コーデックごとに個別のMTPプロファイルを定義する必要があります。

同種のビデオプロファイルの場合、1つのビデオ形式のみがサポートされます

異種および異種保証音声ビデオプロファイルでは、複数のビデオ形式と音声コーデックがサ

ポートされます。

プロファイルで設定されているコーデックを変更するには、まず nomaximumsessionコマンド
を入力する必要があります。

以下の表は、DSPファームの機能とコーデックの関係を示しています。

表 2 : DSPファームの機能とコーデックの関係

サポートされているコーデックDSPファーム機能

• g711alaw

• g711ulaw

• g729abr8

• g729ar8

• iSAC

• h263

• h264

トランスコーディング
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サポートされているコーデックDSPファーム機能

• g711alaw

• g711ulaw

• g722r-64

• g729abr8

• g729ar8

• g729br8

• g729r8

• h263

• h264

• ilbc

会議

• g711ulaw

• iSAC

MTP

ハードウェアMTPはG.711 a-lawとG.711mu-lawのみをサポートします。プロファイルをハー
ドウェアMTPとして設定し、コーデックを G.711以外に変更する場合は、まず
nomaximumsessionshardwareコマンドを使用してハードウェアMTPを削除する必要がありま
す。

pass-throughキーワードは、トランスコーディングおよびMTPプロファイルでのみサポート
されており、会議プロファイルではサポートされていません。 Skinny Client Control Protocol
(SCCP)デバイスでリソース予約プロトコル (RSVP)エージェントをサポートするには、
codecpass-throughコマンドを使用する必要があります。パススルーモードでは、SCCPデバ
イスは、ストリームの性質に関係なく、純粋なソフトウェアMTPを使用してメディアスト
リームを処理します。これにより、オーディオストリームに加えて、ビデオストリームとデー

タストリームも処理できるようになります。トランスコーディングプロファイルでパススルー

モードが設定されている場合、セッションではトランスコーディングは実行されず、トランス

コーディングデバイスは純粋なソフトウェアMTP機能を実行します。パススルーモードは、
安全なリアルタイムトランスポートプロトコル (RTP)セッションに使用できます。

例 次の例は、コール密度とコーデックの複雑さを g729abr8に設定する方法を示していま
す。

Router(config)# dspfarm profile 123 transcode
Router(config-dspfarm-profile)# codec g729abr8
The following example shows how to set up a video conference with guaranteed-audio.
Router(config)# dspfarm profile 99 conference video guaranteed-audio
Router(config-dspfarm-profile)# codec h264 4cif
Router(config-dspfarm-profile)# codec h264 cif
Router(config-dspfarm-profile)# maximum conference-participants 8
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関連コマンド 説明コマンド

SCCPプロトコルを DSPファームプロファイルに関連付
けます。

associateapplication

DSPファームプロファイルコンフィギュレーションモー
ドを開始し、DSPファームサービスのプロファイルを定
義します。

dspfarmprofile

プロファイルでサポートされるセッションの最大数を指

定します。

最大セッション(DSPファームプロ
ファイル)

トランスコーディングまたはMTPデバイスで RSVPサ
ポートを有効にします。

rsvp

このプロファイルでサポートされる会議参加者の最大数

を指定します。

最大会議参加者(DSPファームプロ
ファイル)

DSPファームプロファイルを無効にします。シャットダウン(DSPファームプロ
ファイル)
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codec（音声カード）
使用されているコーデック標準に従ってコール密度とコーデックの複雑さを指定するか、G.711
コーデックの処理頻度を上げるには、音声カード設定モードで codecコマンドを使用します。
フレックス複雑度のデフォルトをリセットするか、設定された値を無効にするには、このコマ

ンドの no形式を使用します。

コーデック {complexity {フレックス[予約固定 {高 |中}] |高 |中 |安全} |サブサンプル}
noコーデックcomplexity

構文の説明 音声処理で使用されるコーデックの複雑さと密度を管理します。complexity

flexキーワードを使用すると、デジタル信号プロセッサ (DSP)ごとに最大 16回
の呼び出しを完了できます。サポートされる通話の数は、通話に使用されるコー

デックに応じて 6～ 16まで異なります。このモードでは、DSPのオーバーサブ
スクリプションが発生する可能性があるため、CentralAutomaticMessageAccounting
(CAMA) E-911呼び出しなどの特定のアプリケーションでは、アナログ音声イン
ターフェイスカード (VIC)の予約が必要になる場合があります。これに該当す
る場合は、 reservation-fixedキーワードを有効にします。デフォルトでは予約は
ありません。

フレックス

（オプション） flexキーワードを指定した場合、 reservation-fixedキーワードに
より、通話を処理するために十分な DSPリソースが確保されます。
reservation-fixedキーワードを入力する場合は、複雑度を高または中に設定し
ます。 (キーワードの効果を理解するには、次のガイドラインを参照してくださ
い。)このオプションは、アナログ VICが存在する場合にのみ表示されます。

予約固定
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複雑度を定義するために highキーワードを指定すると、各 DSPは次のいずれか
の形式でエンコードされた 2つの音声チャネルをサポートします。

• g711alaw -- G.711 a-law 64,000 bps。

• g711ulaw -- G.711 mu-law 64,000 bps。

• g723ar53--G.723.1 Annex A 5,300 bps。

• g723ar63--G.723.1付録 A 6300 bps。

• g723r53--G.723.1 5300 bps。

• g723r63--G.723.1 6300 bps。

• g726r16--G.726 16,000 bps。

• g726r24--G726 24,000 bps。

• g726r32--G.726 32,000 bps。

• g728--G.728 16,000 bps。

• g729r8--G.729 8,000 bps。これはデフォルトです。

• g729br8--G.729 Annex B 8,000 bps。

•ファックスリレー--2,400 bps、4,800bps、7,200bps、9,600bps、12kbps、およ
び14.4kbps。

（注）

コーデックG.723.1およびG.728は、CiscoHoot andHoller over IPアプリケーショ
ン用の Cisco 1750および Cisco 1751モジュラアクセスルータではサポートされ
ていません。

高

複雑さを定義するために mediumキーワードを指定すると、各 DSPは次のいず
れかの形式でエンコードされた 4つの音声チャネルをサポートします。

• g711alaw -- G.711 a-law 64,000 bps。

• g711ulaw -- G.711 mu-law 64,000 bps。

• g726r16--G.726 16,000 bps。

• g726r24--G.726 24,000 bps。

• g726r32--G.726 32,000 bps。

• g729r8--G.729 Annex A 8,000 bps。

• g729br8--G.729 Annex Bおよび Annex A 8,000 bps。

•ファックスリレー - 2400 bps、4800bps、7200bps、9600bps、12kbps、およ
び14.4kbps。ファックスリレーがデフォルトです。

中くらい
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secureキーワードを指定して複雑性を定義すると、NM-HDVネットワークモ
ジュール上の各DSPは、次のいずれかの形式でエンコードされた2つの音声チャ
ネルをサポートします。

• g711alaw--G.711 a-law 64,000 bps。

• g711ulaw--G.711 mu-law 64,000 bps。

• g729--G.729 8,000 bps。

• g729A--G.729 8,000 bps。

secure

G.711コーデックの処理周波数を高め、5510 DSP密度を低減します。サブサンプ

ル

コマンドデフォルト コーデックの複雑度のデフォルトタイプは flexです。 G.711コーデックのデフォルト値は 10
ミリ秒 (ms)です。

コマンドモード
音声カードの設定 (config-voice-card)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600および Cisco 3600シリーズのコーデックの複雑度に
対応するために導入されました。

12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Tに統合されました。12.0(7)T

このコマンドは、高性能圧縮モジュール (HCM)で使用するために Cisco MC3810
に実装されました。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco 1750および Cisco 1751に実装されました。12.2(8)T

ecan-extendedキーワードが追加されました。12.2(13)T

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 2600XM、Cisco 3660、Cisco 3725、
および Cisco 3745ルータをサポートする Cisco IOSリリース 12.2(15)Tに統合され
ました。これらのプラットフォームのDSP処理では、高度なコーデックの複雑度
がサポートされています。

12.2(15)T

このコマンドはCisco IOSリリース 12.2(15)ZJに統合され、 flexキーワードが追加
されました。 ecan-extendedキーワードが削除され、G.168エコーキャンセル準拠
がデフォルトになりました。

12.2(15)ZJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T
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変更リリース

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.3(7)Tに統合され、 reservation-fixedキー
ワードが追加されました。

12.3(7)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.3(14)Tに統合され、NM-HDVネットワー
クモジュール上の TI-549 DSP処理に安全なコーデック複雑度を提供するために
secureキーワードが追加されました。

12.3(14)T

codeccomplexityコマンドは codec(voice-card)コマンドに変更され、 sub-sample
キーワードが 5510 DSPに追加されました。

12.4(22)T1

使用上のガイドライン コーデックの複雑さは、音声圧縮を実行するために必要な処理の量を指します。コーデックの

複雑さは、コール密度（DSPで調整されるコールの数）に影響します。コーデックの複雑さ
が増すほど、処理できる通話数は少なくなります。特定のコーデックまたはコーデックの組み

合わせをサポートする必要がある場合は、より高いコーデックの複雑さを選択します。最も多

くの音声チャネルをサポートするには、使用中の特定のコーデックと互換性がある、より低い

コーデックの複雑さを選択します。

コーデックの複雑さを変更するには、すべての DSP音声チャネルがアイドル状態である必要
があります。

flexキーワードを指定した場合、DSPが対応できる数より多くの音声チャネルをモジュールに
接続（または DS0グループおよび PRIグループの場合は設定）できます。すべての音声チャ
ネルが同時にアクティブになると、DSPがオーバーサブスクライブされ、DSPリソースを割り
当てることができない通話は接続に失敗します。 flexキーワードにより、DSPは最大 16チャ
ネルを処理できます。 DSPごとに固定数のチャネルを構成するための継続的なサポートに加
えて、flexキーワードにより、DSPは柔軟な数のチャネルを処理できるようになります。サ
ポートされるチャネルの合計数は、通話に使用されるコーデックに応じて 6～ 16まで異なり
ます。したがって、チャネル密度は DSPあたり 6 (高複雑度コーデック)から DSPあたり 16
(g.711コーデック)まで変化します。

highキーワードは、特定のコーデックまたはコーデックの組み合わせをサポートする必要があ
る場合、より高いコーデックの複雑度を選択します。 codeccomplexityhighコマンドを使用し
てコーデックの複雑度を変更すると、指定された音声カードを使用している既存の DS0また
は PRIグループをすべて削除するように要求され、その後、すべての DSPがリセットされ、
指定されたファームウェアイメージがロードされて、解放されます。

mediumキーワードは、使用中の特定のコーデックと互換性がある限り、最大数の音声チャネ
ルをサポートするためにより低いコーデックの複雑度を選択します。

secureキーワードは、TI-549 DSPチャネルの数を 2に制限します。これにより、NM-HDVで
Secure Real-Time Transport Protocol（SRTP）パッケージ機能をサポートし、メディア認証と暗
号化を有効にするために必要なコーデックの複雑度を確保します。 secureコマンドが設定され
ていない場合、ゲートウェイはセキュア機能をCiscoCallManagerに通知しないため、セキュア
でない通話が発生します。 TI-5510 DSPは、すべてのモードで SRTP機能をサポートしている
ため、セキュアコーデックの複雑度を指定するためのコマンドは必要ありません。MGCPゲー
トウェイ機能を有効にして SRTPパッケージを処理できるようにするには、
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mgcppackage-capabilitysrtp-packageコマンドを使用します。コーデックの複雑さのステータス
を表示するには、 showvoicedspコマンドを使用します。

1つの 5510 DSPに 15を超える G.711チャネルがある場合、音声品質の問題が発生する可能性
があります。音声品質の問題を解決するには、G.711コーデックの処理期間（またはセグメン
トサイズ）を 5ミリ秒から 10ミリ秒に変更します。（ほとんどの音声コーデックのセグメン
トサイズは 10ミリ秒です。）ただし、セグメントサイズが 10ミリ秒の音声通話では、セグ
メントサイズが 5ミリ秒の通話よりもエンドツーエンドの遅延（+5ミリ秒から 10ミリ秒）が
長くなります。

Cisco IOSリリース 12.4(22)T1以降、VoIPのラウンドトリップ遅延時間に関して厳しい要件を
持つアプリケーション向けに sub-sampleキーワードが追加されました。ここで、デフォルト
の G.711 (10ミリ秒、MIPSが低い)を受け入れるか、 codecsub-sampleコマンドを入力して 5
ミリ秒のG.711 (遅延が少なくMIPSが高い)を選択することができます。 sub-sampleキーワー
ドは、5510 DSPでのみ有効です。

codecsub-sampleコマンドは、DSP内部の G.711コーデックの 5ミリ秒処理を有効にして、遅
延を削減します。ただし、これによりG.711チャネルのチャネル密度は 16から 14に減少しま
す。このモードを有効にすると、セキュアチャネル密度に違いはありません。

例 次の例では、ルータにインストールされている音声カード 1のコーデックの複雑度を
高く設定し、ローカルコールが DSPをバイパスするように設定します。

voice-card 1
codec complexity high
local-bypass

次の例では、NM-HDVにインストールされている音声カード 1のコーデックの複雑度
をセキュア（secure）に設定し、SRTP package処理、メディア認証、および暗号化を
サポートするように設定しています。

voice-card 1
codec complexity secure

次の例は、5510 DSP内の G.711コーデックの 5ミリ秒処理を有効にする方法を示して
います。

voice-card 1
codec sub-sample

関連コマンド 説明コマンド

圧縮音声通話用の T1/E1チャネルと、ルータが PBXまたは PSTNに
接続するための CAS方式を定義します。

ds0-group

MGCPゲートウェイ機能を有効にして SRTPパッケージを処理できる
ようにします。

mgcppackage-capability

すべての DSP音声チャネルの現在のステータスを表示します。showvoicedsp
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コーデック aal2-profile
デジタル信号プロセッサ（DSP）のコーデックプロファイルをコールごとに設定するには、ダ
イヤルピア設定モードで codecaal2-profileコマンドを使用します。デフォルトのコーデック
プロファイルを復元するには、このコマンドの no形式を使用します。

コーデックaal2プロファイル {itut |カスタム | atmf}プロファイル番号コーデック
noコーデックaal2プロファイル

構文の説明 プロファイル番号は ITU-Tタイプです。itut

profile-numberは、カスタムタイプとして設定します。カスタム

profile-numberは、Asynchronous Transfer Mode Forum（ATMF）として設定しま
す。

atmf

使用可能なプロファイル番号の選択肢は、プロファイルタイプによって異なり

ます。

ITU-Tの場合:

• 1 = G.711 μ-law

• 2 = G.711 mu-law無音挿入記述子（SID）付き

• 7 = G.711 mu-lawおよび G.729ar8

ATMF用：

9=VoAAL2のブロードバンドループエミュレーションサービス（BLES）サポー
ト

カスタムの場合:

• 100 = G.711 mu-lawおよび G.726r32

• 110 = G.711 mu-law、G.726r32、および G.729ar8

profile-number
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DSPのコーデックを 1つ入力します。可能なコーデックエントリはプロファ
イル番号値によって異なります。有効なエントリは次のとおりです。

• ITU 1--g711mu-lawの場合

• ITU 2--g711mu-lawの場合

• ITU 7--g711mu-lawまたは g729ar8

• ATMFの場合--g711mu-law

•カスタム 100の場合--g711mu-lawまたは g726r32

•カスタム 110の場合--g711mu-lawまたは g726r32または g729ar8

•ロスレス圧縮の場合--llcc

コーデック

コマンドデフォルト ITU-Tプロファイル 1 (G.711 mu-law)

コマンドモード
ダイヤルピアコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.1(1)XA

このコマンドがCisco IOSRelease 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに実装されました。12.2(2)T

このコマンドが Cisco IAD2420シリーズに実装されました。12.2(11)T

ロスレス圧縮コーデック (llcc)キーワードが追加されました。12.3(4)XD

このコマンドがCisco IOSRelease 12.3(7)Tに統合されました。12.3(7)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、指定されたプロファイルタイプとコーデックで動作するようにDSP
を設定します。

コーデック ATMアダプテーションレイヤ 2 (AAL2)プロファイルを設定する前に、
sessionprotocolaal2-trunkコマンドを入力する必要があります。

このコマンドは、AAL2トランクアプリケーションの codec(dialpeer)コマンドの代わりに使用
されます。

例 次の例では、コーデックAAL2プロファイルタイプを ITU-Tに設定し、プロファイル
番号を 7に設定して、コーデック G.729ar8を有効にします。

dial-peer voice 100 voatm
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session protocol aal2-trunk
codec aal2-profile itut 7 g729ar8

次の例では、コーデックAAL2プロファイルタイプをカスタムに設定し、プロファイ
ル番号を 100に設定して、コーデック G.726r32を有効にします。

dial-peer voice 200 voatm
session protocol aal2-trunk
codec aal2-profile custom 100 g726r32

関連コマンド 説明コマンド

パケットネットワーク経由でのローカルおよびリモート

ルーター間の通話のためのセッションプロトコルを確立

します。

セッションプロトコル(ダイヤルピ
ア)
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コーデック gsmamr-nb
ダイヤルピアのGlobal System forMobile AdaptiveMulti-Rate NarrowBand（GSMAMR-NB）コー
デックを指定するには、ダイヤルピア音声設定モードで codecgsmamr-nbコマンドを使用しま
す。 GSMAMR-NBコーデックを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

コーデックgsmamr-nb[packetization-period20][encaprfc3267][フレーム形式 {bandwidth-efficient
| octet-aligned[crc | no-crc]}][モードモード値]
noコーデックgsmamr-nb

構文の説明 (オプション)パケット化期間を 20 msに設定します。packetization-period20

(オプション) RFC 3267に準拠するために、カプセル化値を設定しま
す。

encaprfc3267

(オプション)フレーム形式を指定します。サポートされている値は、オ
クテット揃えと帯域効率です。[デフォルトはオクテット揃え。

フレーム形式

(オプション) CRCは、オクテット揃えフレーム形式にのみ適用可能で
す。bandwidth-efficientframe形式を入力した場合、crc|no-crcoptions
は、該当しないため使用できません。

crc | no-crc

(オプション) GSMAMR-NBコーデックで使用可能な 8つの音声エン
コードモード (4.75から 12.2 kbpsのビットレート)。

modes

(オプション)有効な値は 0から 7までです。モードは範囲 (0-2など)、
カンマで区切った個別のモード (2,4,6など)、またはこの 2つの組み合
わせで指定できます。(たとえば、0-2,4,6-7)を入力します。

modes-value

コマンドデフォルト パケット周期は 20 msです。カプセル化は rfc3267です。フレーム形式は octet-alignedです。
CRCは no-crcです。モード値は 0-7です。

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(4)XC

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(9)Tに統合されました。12.4(9)T

使用上のガイドライン codecgsmamr-nbコマンドは、Cisco AS5350XMおよび Cisco AS5400XMプラットフォームで
GSMAMR-NBコーデックとそのパラメータを設定します。

例 次の例では、コーデックを gsmamr-nbに設定し、パラメータを設定します。
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Router(config-dial-peer)# codec gsmamr-nb packetization-period 20 encap rfc3267
frame-format octet-aligned crc

関連コマンド 説明コマンド

使用されるコーデックに基づいて、通話密度とコーデックの複雑さを指定

します。

コーデック複雑

度

ダイヤルピアのコーデック設定を表示します。showdialpeervoice
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コーデック ilbc
インターネット低帯域幅コーデック（iLBC）を使用するダイヤルピアの音声コーダ速度を指定
するには、ダイヤルピア設定モードでcodecilbcコマンドを使用します。デフォルト値をリセッ
トするには、このコマンドの no形式を使用します。

コーデックilbc[モードフレームサイズ[バイトペイロードサイズ]]
noコーデックilbc[モードフレームサイズ[バイトペイロードサイズ]]

構文の説明 (オプション)各パケットにカプセル化される iLBC動作フレームモードを
指定します。

モード

（オプション）iLBC動作フレームはミリ秒（ms）です。有効なエントリ
は次のとおりです:

• 20--20msのフレームで 15.2kbpsのビットレート

• 30--30msのフレームで 13.33 kbpsのビットレート

デフォルトは 20です。

フレームサイズ

(オプション)各フレームの音声ペイロードのバイト数を指定します。バイト

(オプション)各フレームの音声ペイロード内のバイト数。有効なエントリ
は次のとおりです:

• mode20の場合--38、76、114、152、190、228。デフォルトは 38です。

• mode30の場合--50、100、150、200。デフォルトは 50です。

ペイロードサイ

ズ

コマンドデフォルト 15.2kbpsのビットレートで 20msフレーム。

コマンドモード
ダイヤルピアコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(11)T

このコマンドがCisco IOSXERelease 2.5に統合されました。IOSリリースXE2.5

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、iLBCコーデックを使用するVoIPダイヤルピアの特定の音声コーダ
の音声速度とペイロードサイズを定義します。

接続のダイヤルピアのコーデック値が一致しない場合、通話は失敗します。
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bytesキーワードを使用して、各 VoIPフレームのペイロードを変更できます。ただし、ペイ
ロードサイズを増やすと、各音声パケットの処理遅延が発生する可能性があります。

例 次の例は、IP-to-IPゲートウェイで iLBCコーデックを設定する方法を示しています。

dial-peer voice 1 voip
rtp payload-type cisco-codec-ilbc 100
codec ilbc mode 30 bytes 200

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアのコーデック設定を表示します。showdialpeervoice
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codec preference
ダイヤルピアで使用する優先コーデックのリストを指定するには、音声クラス設定モードで

codec preferenceコマンドを使用します。この機能を無効にするには、このコマンドのno形式
を使用します。

コーデックpreference値コーデックタイプ[モード {independent | adaptive}][フレームサイズ {20
| 30 | 60 |固定}][bitrate値][バイトペイロードサイズ][packetization-period20][encaprfc3267][プロ
ファイルプロファイルタグ][フレーム形式 {bandwidth-efficient | octet-aligned[crc | no-crc]}][モー
ドモード値]
noコーデックpreference値コーデックタイプ

構文の説明 優先順位を指定します。範囲は 1～ 24です。1が最も優先されます。値
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コーデックタイプ
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優先されるコーデック。値は次のとおりです。

• clear-channel—クリアチャネル 64,000 bps。

• g711alaw—G.711 a-law 64,000 bps。

• g711ulaw—G.711 mu-law 64,000 bps。

• g722r-64—64,000 bpsの G.722-64。

• g723ar53—G.723.1 Annex-A 5300 bps。

• g723ar63—G.723.1 Annex-A 6300 bps。

• g723r53—G.723.1 5300 bps。

• g723r63—G.723.1 6300 bps。

• g726r16—G.726 16,000 bps

• g726r24—G.726 24,000 bps

• g726r32—G.726 32,000 bps。

• g728—G.728 16,000 bps。

• g729abr8—G.729 ANNEX-Aおよび B 8000 bps。

• g729br8—G.729 ANNEX-B 8,000 bps。

• g729r8—G.729 8,000 bps。

• gsmamr-nb—GSMAMR-NBコーデック機能を有効化します。

• gsmfr—Global System forMobile Communications Full Rate（GSMFR）
13,200 bps。

（注）

gsmfrキーワードは、MSAv6デジタル信号プロセッサ (DSP)を搭
載した Cisco AS5350および AS5400でのみ設定可能です。

• opus—Opus最大 510 kbps。

• scip—scipオーディオコーデック。

（注）

Cisco IOS XE 17.16.1aのリリースでは、機能制限または不完全な
ソフトウェア依存関係を含むため、セキュア通信相互運用プロト

コル（SCIP）機能を「プレビュー」モードで使用できます。

• ilbc—13,330 bpsまたは 15,200 bpsのインターネット低ビットレー
トコーデック（iLBC）。

• isac：Cisco Internet Speech Audio Codec（iSAC）コーデック。

• transparent—エンドポイント間でコーデック機能を透過的に渡す
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ことができます。

（注）

transparentキーワードは、 call-startコマンドが設定されている
場合はサポートされません。

(オプション) iLBCおよび iSACコーデックのみ。各パケットにカプセ
ル化される iLBCまたは iSAC動作フレームモードを指定します。

モード

(オプション) iSACコーデックのみ。構成モードの可変ビットレート
(VBR)が独立していることを指定します (値 1)。

独立した

(オプション) iSACコーデックのみ。構成モード VBRが適応型である
ことを指定します (値 0)。

adaptive

(オプション) iLBCおよび iSACコーデックのみ。動作フレームをミリ
秒 (ms)単位で指定します。有効なエントリは次のとおりです:

• 20--20 msフレーム（iLBCのみ）

• 30 - 30ミリ秒フレーム (iLBCまたは iSAC)

• 60 - 60ミリ秒フレーム (iLBCまたは iSAC)

• fixed--このキーワードは、アダプティブモードにのみ適用されま
す。

フレームサイズ

(オプション)ターゲットビットレートをキロビット/秒単位で設定しま
す。範囲は 10～ 32です。

ビットレート値

(オプション)音声フレームのサイズがバイト単位であることを指定し
ます。

バイト

(オプション)各フレームの音声ペイロードとして指定するバイト数。
値はコーデックの種類とパケット音声プロトコルによって異なります。

ペイロードサイズ

（オプション）パケット化周期を 20ミリ秒に設定します。このキー
ワードは GSMAMR-NBコーデックのサポートにのみ適用されます。

packetization-period20

（オプション）RFC 3267に準拠するカプセル化値を設定します。この
キーワードは、GSMAMR-NBコーデックサポートにのみ適用されま
す。

encaprfc3267

(オプション)フレーム形式を指定します。サポートされている値は、
octet-alignedおよび bandwidth-efficientです。デフォルトはオクテッ
ト-整列です。このキーワードは、GSMAMR-NBコーデックのサポー
トにのみ適用されます。

フレーム形式
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(オプション)巡回冗長検査 (CRC)は、オクテット境界に揃えられたフ
レーム形式にのみ適用されます。帯域幅効率の高いフレーム形式を入

力する場合、 crc | no-crcオプションは適用できないため使用できませ
ん。このキーワードは、GSMAMR-NBコーデックのサポートにのみ適
用されます。

crc | no-crc

(オプション)有効な値は 0から 7までです。モードは範囲 (0-2など)、
カンマで区切った個別のモード (2,4,6など)、またはこの 2つの組み合
わせで指定できます。(たとえば、0-2,4,6-7)を入力します。この引数
は、GSMAMR-NBコーデックのサポートにのみ適用されます。

modesmodes-values

（オプション）音声クラスコーデック設定モード内で優先するコーデッ

クプロファイルを指定します。 profile-tag の範囲は 1～1000000です。
プロフィールプロ

フィールタグ

コマンドデフォルト このコマンドを入力しない場合、優先される特定のタイプのコーデックは識別されません。

gsmamr-nbキーワードを入力した場合、デフォルト値は次のようになります。

パケット化周期は 20ミリ秒です。カプセル化は rfc3267です。フレーム形式は octet-alignedで
す。 CRCは no-crcです。モード値は 0-7です。

isacキーワードを入力した場合、デフォルト値は次のようになります。

モードは独立です。目標ビットレートは 32000bpsです。フレームサイズは 30msです。

コマンドモード 音声クラスの設定 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.0(2)XH

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに実
装されました。

12.0(7)T

このコマンドが Cisco MC3810に実装されました。12.0(7)XK

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドは変更されました。 gsmefrおよび gsmfrキーワード
が追加されました。

12.1(5)T

このコマンドが変更されました。 transparentキーワードが追加さ
れました。

12.2(13)T3

このコマンドは、Cisco AS5350XMおよび Cisco AS5400XMプラッ
トフォームのGSMAMR-NBコーデックパラメータを含むように拡
張されました。

12.4(4)XC

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(9)Tに統合されました。12.4(9)T
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変更リリース

このコマンドは変更されました。 ilbcとmodeキーワードが追加さ
れました。

12.4(11)T

このコマンドは変更されました。 gsmefrおよび gsmfrキーワード
は、MSAv6 DSPを備えた Cisco AS5400および AS5350上の gsmfr
コーデックを除くすべてのプラットフォームで設定可能なコーデッ

クオプションとして削除されました。

12.4(11)XJ2

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

このコマンドは変更されました。 g722r-64キーワードが追加され
ました。

12.4(15)XY

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

このコマンドが Cisco IOS XE Release 2.5に統合されました。IOSリリース XE 2.5

このコマンドは変更されました。 isacキーワードがコーデックタ
イプとして追加され、 independent、 adaptive、 bitrate、および
fixedキーワードが設定可能なパラメータとして追加されました。

15.1(1)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Amsterdam
17.2.1r

このコマンドは変更されました。サポートされているコーデック

タイプとして Opusが追加されました。
Cisco IOS XE Amsterdam
17.3.1a

次の YANGモデルのサポートが導入されました:

•ビデオコーデック [h261 | mpeg4]

Cisco IOS XEダブリン
17.10.1a

このコマンドは変更されました。 SCIPオーディオコーデックタ
イプがサポートされています。

YANGモデルのサポートを導入しました。

（注）

この機能は「プレビュー」モードで利用できます。

Cisco IOS XE 17.16.1a

使用上のガイドライン WANの反対側の端にあるルータは、ネットワークダイヤルピアのコーデックの選択をネゴシ
エートする必要がある場合があります。codecpreferenceコマンドは、接続に対してネゴシエー
トされたコーデックを選択するための優先順位を指定します。次の表は、コーデックおよびパ

ケット音声プロトコルの音声ペイロードオプションとデフォルト値を示しています。

transparentキーワードは、 call startコマンドが設定されている場合はサポートされません。（注）
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表 3 :音声ペイロード/フレームのオプションとデフォルト

デフォルトの音

声ペイロード

（バイト単位）

音声ペイロードオプション（バイト単

位）

プロトコルコーデック

160 240 24080、160、40の倍数で 40から 240まで、
40の倍数で 40から 240まで

VoIP VoFR
VoATM

g711alaw
g711ulaw

16080, 160, 240VoIPg722r-64

20 20 2020から 220まで（20の倍数）20から
240まで（20の倍数）20から 240まで
（20の倍数）

VoIP VoFR
VoATM

g723ar53
g723r53

24 24 2424の倍数で 24から 216まで 24の倍数
で 24から 240まで 24の倍数で 24から
240まで

VoIP VoFR
VoATM

g723ar63
g723r63

40 60 6020から 220（20の倍数）10から 240（10
の倍数）10から 240（10の倍数）

VoIP VoFR
VoATM

g726r16

60 90 9030の倍数で 30から 210まで、15の倍数
で 15から 240まで、15の倍数で 30か
ら 240まで

VoIP VoFR
VoATM

g726r24

80 120 12040から 200までは 40の倍数、20から
240までは 20の倍数、40から 240まで
は 20の倍数

VoIP VoFR
VoATM

g726r32

40 60 6010から 230まで 10の倍数 10から 240
まで 10の倍数 10から 240まで 10の倍
数

VoIP VoFR
VoATM

g728

20 30 3010から 230まで 10の倍数 10から 240
まで 10の倍数 10から 240まで 10の倍
数

VoIP VoFR
VoATM

g729abr8
g729ar8
g729br8 g729r8

38 50モード20キーワード、 38、76、 114、
152、190、228用モード30キーワード、
50、 100、 150、 200

VoIPilbc

----VoIPiSAC

--変数VoIPopus

例 次の例は、コーデック優先度を GSMAMR-NBコーデックに設定し、パラメータを指
定する方法を示しています。
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Device(config-voice-class)# codec preference 1 gsmamr-nb packetization-period 20 encap
rfc3267 frame-format octet-aligned crc

次の例は、コーデック優先リスト 99を作成し、それをダイヤルピア 1919に適用する
方法を示しています。

voice class codec 99
codec preference 1 g711alaw
codec preference 2 g711ulaw bytes 80
codec preference 3 g723ar53
codec preference 4 g723ar63 bytes 144
codec preference 5 g723r53
codec preference 6 g723r63 bytes 120
codec preference 7 g726r16
codec preference 8 g726r24
codec preference 9 g726r32 bytes 80
codec preference 10 g729br8
codec preference 11 g729r8 bytes 50
end
dial-peer voice 1919 voip
voice-class codec 99

次の例は、Cisco Unified Border Elementで使用される透過コーデックを設定する方法を
示しています。

voice class codec 99
codec preference 1 transparent

透過コーデックにのみ、優先値 1を割り当てることができます。透過コーデックが使
用されている場合、他の設定値に割り当てられた追加のコーデックは無視されます。

（注）

次の例は、Cisco Unified Border Elementで使用される iLBCコーデックを設定する方法
を示しています。

voice class codec 99
codec preference 1 ilbc mode 30 bytes 200

次の例は、SCIPコーデックを設定する方法を示しています。

voice class codec 90
codec preference 1 scip

次の例は、Opusコーデックプロファイルとコーデックの優先順位を設定し、それをダ
イヤルピアに適用する方法を示しています。

Device(config)#codec profile 79 opus
Device(conf-codec-profile)#fmtp "fmtp:114 maxplaybackrate=16000;
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sprop-maxcapturerate=16000; maxaveragebitrate=20000;
stereo=1; sprop-stereo=0; useinbandfec=0; usedtx=0"
Device(conf-codec-profile)#exit

Device(config)#voice class codec 80
Device(config-class)#codec preference 1 opus profile 79
Device(config-class)#exit

Device(config)#dial-peer voice 604 voip
Device(config-dial-peer)#rtp payload-type opus 126
Device(config-dial-peer)#voice-class codec 80 offer-all
Device(config-dial-peer)#exit

関連コマンド 説明コマンド

H.323バージョン 2ゲートウェイに、ダイヤルピアに対して
高速接続手順または低速接続手順を使用するように強制しま

す。

コール開始

音声クラス設定モードに入り、コーデック音声クラスに識別

タグ番号を割り当てます。

音声クラスコーデック

以前に設定されたコーデック選択優先リストをダイヤルピア

に割り当てます。

音声クラスコーデック(ダイヤ
ルピア)

clid through credentials (sip-ua)
56

clid through credentials (sip-ua)
codec preference



コーデックプロファイル
ビデオエンドポイントに必要なオーディオおよびビデオ機能を定義するには、グローバルコ

ンフィギュレーションモードで codec profileコマンドを使用します。コーデックプロファイ
ルを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

コーデックプロファイルtagプロファイル

noコーデックプロファイル

構文の説明 1から 1000000までの範囲の数値。タグ

オーディオまたはビデオコーデックプロファイルの名前:

• aacld

• h263

• h263+

• h264

• opus

profile

コマンドデフォルト コーデックプロファイルが構成されていません。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(22)T

コーデックopusのサポートを導入しました。Cisco IOSXEAmsterdam17.3.1a

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン Cisco Unified Customer Voice Portalソリューションでは、h263と h263+のみがサポートされて
いるプロファイルオプションです。

例 次の例は、 H263プロファイルに割り当てられた、タグ 116が付いたコーデックを示
しています。

codec profile 116 H263
clockrate 90000
fmtp "fmtp:120 SQCIF=1;QCIF=1;CIF=1;CIF4=2;MAXBR=3840;I=1"

コーデックプロファイルは、音声クラスコーデックリストまたはVoIPダイヤルピア
に追加できます。
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voice class codec 998
codec preference 1 g711ulaw
video codec h263 profile 116

次の例は、 opusプロファイルに割り当てられたタグ 2のコーデックを示しています。

codec profile 2 opus
fmtp "fmtp:114 maxplaybackrate=16000;

sprop-maxcapturerate=16000;maxaveragebitrate=20000; stereo=1; useinbandfec=1; usedtx=0"

関連コマンド 説明コマンド

コーデックのクロックレートを設定します。クロックレー

ト

ビデオエンドポイントの文字列を定義します。fmtp
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コンフォートノイズ
音声アクティビティ検出（VAD）がアクティブになっている場合に、通話中の無音部分を埋め
るためにバックグラウンドノイズを生成するには、音声ポート設定モードで comfort-noiseコ
マンドを使用します。リモート側で VADが有効化されている場合、リモート側が話していな
いときに無音状態にするには、このコマンドの no形式を使用します。

コンフォートノイズ

noコンフォートノイズ

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトではバックグラウンドノイズが生成されます。

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズに追加されました。11.3(1)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(13)Tに統合され、拡張エコーキャンセラ
を使用する Cisco 2600シリーズ、Cisco 7200シリーズ、および Cisco 7500シリーズ
に実装されました。

12.2(13)T

使用上のガイドライン VADが有効な場合、通話中の無音部分を埋めるためにバックグラウンドノイズを生成するに
は、 comfort-noiseコマンドを使用します。 comfort-noiseコマンドが有効になっていない場
合、接続のリモートエンドで VADが有効になっていると、リモート側が話していないときに
ユーザには無音が聞こえます。

comfort-noiseコマンドの設定は、ローカルインターフェイスで生成される無音にのみ影響し
ます。接続のいずれかの端での VADの使用や、接続のリモートエンドで生成される無音には
影響しません。

例 次の例では、音声ポート 1/0/0でバックグラウンドノイズを有効にします。

voice-port 1/0/0
comfort-noise

関連コマンド 説明コマンド

特定のダイヤルピアを使用した通話に対して VADを有効にします。vad(ダイヤルピア設定)

特定の音声ポートを使用する通話に対して VADを有効にします。vad（音声ポート設
定）
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コンパンド型
パルスコード変調 (PCM)システムでアナログ信号とデジタル信号を変換するために使用され
るコンパンディング標準を指定するには、音声ポートコンフィギュレーションモードで

compand-typeコマンドを使用します。コンパンドタイプを無効にするには、このコマンドの
no形式を使用します。

コンパンド型 {u-law | a-law}
noコンパンド型 {u-law | a-law}

構文の説明 北米mu-law ITU-TPCMエンコード規格を指定します。u-law

欧州 a-law ITU-T PCMエンコード規格を指定します。a-law

コマンドデフォルト mu-law（T1デジタル）a-law（E1デジタル）

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。11.3(1)MA

使用上のガイドライン Cisco 2660および Cisco 3640ルータでは、 compand-typea-lawコマンドの設定は必要ありませ
ん。ただし、コマンドのリストを要求すると、 compand-typea-lawコマンドが表示されます。

Cisco 3600シリーズルータでは、mu-lawおよび a-law設定は codecダイヤルピア設定コマンド
を使用して設定されます。

（注）

このコマンドは、NextportDSPを使用するCiscoAS5300/5350/5400および 5850UniversalGateway
シリーズではサポートされていません。

（注）

例 次の例では、音声ポート 1/1に a-lawエンコーディングを設定します。

voice-port 1/1
compand-type a-law

関連コマンド 説明コマンド

音声圧縮を設定します。コーデック（音声ポート設定）
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完了（ctlファイル）
証明書信頼リスト (CTL)ファイルの設定を完了するには、CTLファイル設定モードでcomplete
コマンドを使用します。 CTLファイルを非アクティブ化するには、コマンドの no形式を使用
します。

完了
no complete

このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト CTlファイルインスタンスはアクティブ化されていません。

コマンドモード CTLファイル設定モード (config-ctl-file)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン

例

次の例は、「myctl」という CTLファイルをアクティブ化する方法を示しています。
completeコマンドを使用する前に、次の myctlの特定の設定を入力します。
Device(config)# voice-ctl-file myctl
Device(config-ctl-file)# record-entry capf trustpoint trustpoint_1
Device(config-ctl-file)# complete
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完了（電話プロキシ）
電話プロキシインスタンスをアクティブ化するには、電話プロキシ設定モードで completeコ
マンドを使用します。電話プロキシインスタンスを非アクティブ化するには、コマンドの no
形式を使用します。

完了
no complete

このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 電話プロキシインスタンスがアクティブ化されていません。

コマンドモード 電話プロキシコンフィギュレーションモード (config-phone-proxy)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン 電話プロキシがいずれかのアジャセンシー関係で設定されており、アジャセンシー関係の管理

ステータスが接続されている場合、no completeコマンドで電話プロキシを非アクティブにす
ることはできません。

例

次の例は、「first-pp」と呼ばれる特定の電話プロキシをアクティブ化する方法を示し
ています。 first-ppの特定の構成は、 completeコマンドを使用する前に入力します。

Device(config)# voice-phone-proxy first-pp
Device(config-phone-proxy)# description cluster-test
Device(config-phone-proxy)# tftp-server address ipv4 198.51.100.10 local-addr ipv4
192.168.0.109 acc-addr ipv4 10.0.0.8
Device(config-phone-proxy)# ctl-file myctl (config-phone-proxy)# access-secure
Device(config-phone-proxy)# disable-service-settings
Device(config-phone-proxy)# capf-addr ipv4 198.51.100.12 acc-addr ipv4 10.0.0.8
Device(config-phone-proxy)# service-map server-addr ipv4 198.51.100.12 port 8080 acc-addr
ipv4 10.0.0.8 port 1234
Device(config-phone-proxy)# session-timer 200
Device(config-phone-proxy)# complete
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電話会議
FXSポートに接続されたアナログ電話機で機能モードで3者間会議を開始するための機能アク
セスコード (FAC)を定義するには、STCアプリケーション機能モードコール制御設定モード
で conferenceコマンドを使用します。コードをデフォルトに戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

conferenceキーパッド文字
no会議

構文の説明 電話のキーパッドでダイヤルできる 1～ 4文字の文字列 (0～ 9、*、#)。デ
フォルトは #3です。

keypad-character

コマンドデフォルト デフォルト値は #3です。

コマンドモード
STCアプリケーション機能モードのコール制御設定 (config-stcapp-fmcode)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン このコマンドは、通話会議機能のFACの値をデフォルト (#3)から指定された値に変更します。

機能モードで別の FACにすでに設定されている値を使用してこのコマンドを設定しようとす
ると、メッセージが表示されます。このメッセージが表示されても、機能コードの構成が妨げ

られることはありません。重複する FACを設定した場合、システムは各 FACの値 (#1～ #5)
によって決定される優先順位に従って、一致する最初の機能を実装します。

機能モードで別の FACを排除する値または別の FACによって排除される値を使用してこのコ
マンドを設定しようとすると、メッセージが表示されます。FACを排除する、または機能モー
ドの別の FACによって排除される値に設定した場合、システムは常に最も短いコードのコー
ル機能を実行し、長いコードは無視します。たとえば、1は常に 12と 123を排除します。こ
れらのメッセージによって機能コードの設定が排除されることはありません。電話ユーザがそ

の機能にアクセスできるように、排除されたコードに新しい値を設定する必要があります。

例 次の例は、通話会議の機能コードの値をデフォルト (#3)から変更する方法を示してい
ます。この設定では、電話機のユーザはフックフラッシュを押して最初のダイヤル

トーンを取得し、次に内線番号をダイヤルして 2番目の通話に接続します。 2番目の
通話が確立されると、ユーザはフックフラッシュを押して機能トーンを取得し、33を
ダイヤルして 3者間会議を開始します。

Router(config)# stcapp call-control mode feature
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Router(config-stcapp-fmcode)# conference 33
Router(config-stcapp-fmcode)# exit

関連コマンド 説明コマンド

3者間会議中に最後のアクティブな通話をドロップするため
に使用する機能モードで FACを定義します。

最後の会議参加者を削除

三者間会議中に最後のアクティブな通話をドロップするよう

に、機能モードで FACを定義します。
最後のアクティブ通話を切断

する

機能モードで FACを定義して、2つのアクティブな通話間を
切り替えます。

2つの通話を切り替える

電話ユーザがダイヤルした第三者に通話を接続するために、

機能モードで FACを定義します。
transfer
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conference-join custom-cptone
DSPファームプロファイルを使用して会議への参加を示すカスタムコールプログレストーン
を関連付けるには、DSPファームプロファイル設定モードで conference-joincustom-cptoneコ
マンドを使用します。カスタム通話進行トーンの関連付けを削除し、会議プロファイルのトー

ンを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

conference-joincustom-cptonecptone-name

no会議参加custom-cptonecptone-name

構文の説明 会議への参加を示すカスタム通話進行トーンの説明的な識別子。cptone-name

コマンドデフォルト 会議への参加を示すカスタム通話進行トーンは、DSPファームプロファイルに関連付けられ
ていません。

コマンドモード
DSP farm profile configuration (config-dspfarm-profile)

コマンド履歴 変更バージョンCisco IOSリリース

このコマンドが導入されました。CiscoUnified CME4.112.4(11)XJ2

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.4(15)Tに統合
されました。

CiscoUnified CME4.112.4(15)T

使用上のガイドライン パーティが会議に参加したときにトーンを再生するには、参加トーンを定義し、それをその会

議の DSPファームプロファイルに関連付けます。

• voiceclasscustom-cptoneコマンドを使用して、会議への参加を示すカスタムコールプログ
レストーンを定義する音声クラスを作成します。

• cadenceおよび frequencyコマンドを使用して、参加トーンの特性を定義します。

• conference-joincustom-cptoneコマンドを使用して、参加トーンをその会議の DSPファー
ムプロファイルに関連付けます。 DSPファームプロファイルを表示するには、
showdspfarmprofileコマンドを使用します。

例 次の例では、会議への参加を示すカスタムコールプログレストーンを定義し、その

参加トーンを会議用に定義された DSPファームプロファイルに関連付けます。
voiceclasscustom-cptoneコマンドと conference-joincustom-cptoneコマンドのカスタム
通話進行トーン名は同じである必要があることに注意してください。

Router(config)# voice class custom-cptone jointone
Router(cfg-cptone)# dualtone conference
Router(cfg-cp-dualtone)# frequency 500 500
Router(cfg-cp-dualtone)# cadence 100 100 100 100 100
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!
Router(config)# dspfarm profile 1 conference
Router(config-dspfarm-profile)# conference-join custom-cptone jointone

関連コマンド 説明コマンド

通話進行トーンのトーンオンとトーンオフの継続時間を定義します。cadence

DSPファームプロファイルを使用して、会議から退出することを示
すカスタム通話進行トーンを関連付けます。

conference-leave

カスタム通話進行トーンを指定するための cp-dualtone設定モードに入
ります。

daultoneconference

コールプログレストーンの周波数成分を定義します。頻度

構成されたデジタル信号プロセッサ (DSP)ファームプロファイル情
報を表示します。

showdspfarmprofile

検出されるカスタム通話進行トーンを定義するための音声クラスを作

成します。
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conference-leave custom-cptone
DSPファームプロファイルを使用して会議からの退出を示すカスタムコールプログレストー
ンを関連付けるには、DSPファームプロファイル設定モードで conference-leavecustom-cptone
コマンドを使用します。カスタム通話進行トーンの関連付けを削除し、会議プロファイルの

トーンを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

conference-leavecustom-cptonecptone-name

noconference-leaveカスタム CPトーンcptone-name

構文の説明 会議からの退出を示すカスタム通話進行トーンの説明的な識別子。cptone-name

コマンドデフォルト 会議からの退出を示すカスタム通話進行トーンは、DSPファームプロファイルに関連付けら
れていません。

コマンドモード
DSP farm profile configuration (config-dspfarm-profile)

コマンド履歴 変更バージョンCisco IOSリリース

このコマンドが導入されました。CiscoUnified CME4.112.4(11)XJ2

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.4(15)Tに統合
されました。

CiscoUnified CME4.112.4(15)T

使用上のガイドライン パーティが会議を退席するときに再生されるトーンについては、退席トーンを定義し、それを

その会議の DSPファームプロファイルに関連付けます。

voiceclasscustom-cptoneコマンドを使用して、会議からの退出を示すカスタム通話進行トーン
を定義する音声クラスを作成します。

cadenceおよび frequencyコマンドを使用して、退席トーンの特性を定義します。

conference-joincustom-cptoneコマンドを使用して、その会議の DSPファームプロファイルに
退席トーンを関連付けます。DSPファームプロファイルを表示するには、 showdspfarmprofile
コマンドを使用します。

例 次の例では、会議からの退出を示すカスタムコールプログレストーンを定義し、そ

の退出トーンを会議用に定義された DSPファームプロファイルに関連付けます。
voiceclasscustom-cptoneコマンドと conference-joincustom-cptoneコマンドのカスタム
通話進行トーン名は同じである必要があることに注意してください。

Router(config)# voice class custom-cptone leavetone
Router(cfg-cptone)# dualtone conference
Router(cfg-cp-dualtone)# frequency 500 500
Router(cfg-cp-dualtone)# cadence 100 100 100 100 100
!
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Router(config)# dspfarm profile 1 conference
Router(config-dspfarm-profile)# conference-join custom-cptone leavetone

関連コマンド 説明コマンド

通話進行トーンのトーンオンとトーンオフの継続時間を定義します。cadence

DSPファームプロファイルを使用して会議への参加を示すカスタム
通話進行トーンを関連付けます。

会議参加

カスタム通話進行トーンを指定するための cp-dualtone設定モードに入
ります。

デュアルトーン会議

コールプログレストーンの周波数成分を定義します。頻度

構成されたデジタル信号プロセッサ (DSP)ファームプロファイル情
報を表示します。

showdspfarmprofile

検出されるカスタム通話進行トーンを定義するための音声クラスを作

成します。

voiceclasscustom-cptone
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condition
すべての音声シグナリングタイプのシグナリング形式のビットパターンを操作するには、音

声ポートコンフィギュレーションモードで conditionコマンドを使用します。音声ポートの調
整をオフにするには、このコマンドの no形式を使用します。

condition {tx-a-ビット | tx-b-ビット | tx-c-ビット | tx-d-ビット} {rx-aビット | rx-bビット | rx-c
ビット | rx-dビット} {オン |オフ |反転}
nocondition {tx-a-ビット | tx-b-ビット | tx-c-ビット | tx-d-ビット} {rx-a-bit | rx-b-bit | rx-c-bit |
rx-d-bit} {オン |オフ |反転}

構文の説明 Aビットを送信します。tx-a-bit

Bビットを送信します。tx-b-bit

Cビットを送信します。tx-c-bit

Dビットを送信します。tx-d-bit

Aビットを受信します。rx-a-ビッ
ト

Bビットを受信します。rx-b-ビッ
ト

Cビットを受信します。rx-c-ビッ
ト

Dビットを受信します。rx-d-ビッ
ト

ビット状態を強制的に 1にします。on

ビット状態を 0に強制します。（ tx-b-bitを除く）オフ

ビットの状態を反転します。反転する

コマンドデフォルト シグナリング形式は操作されません (送信または受信したすべてのA、B、C、およびDビット
に対して)。

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。11.3(1)MA
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変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズおよび 3600シリーズに実装されました。12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン conditionコマンドを使用して、送信または受信ビットパターンを操作し、接続されたデバイ
ス上の予想されるパターンと一致させます。ビットパターンの情報内容を破壊しないように注

意してください。たとえば、aビットを強制的にオンまたはオフにすると、Foreign Exchange
Office (FXO)インターフェイスがオンフック状態とオフフック状態の両方を生成できなくなり
ます。

conditionコマンドは、デジタル音声ポートにのみ適用されます。

例 次の例では、デジタル音声ポート 0:5のシグナリング形式のビットパターンを操作し
ます。

voice-port 0:5
condition tx-a-bit invert
condition rx-a-bit invert

次の例では、音声ポート 1/0:0のシグナリング形式のビットパターンを操作します。

voice-port 1/0:0
condition tx-a-bit invert
condition rx-a-bit invert

関連コマンド 説明コマンド

北米 E&Mおよび E&MMELCAS音声信号の送信ビットと受信ビットを定義しま
す。

定義する

特定の受信ビットを無視するように北米 E&Mまたは E&MMELCAS音声ポートを
設定します。

無視する
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接続（チャネルバンク）
チャネルバンク機能の T1または E1コントローラポート間の接続を定義するには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで connectコマンドを使用します。デフォルト値を復元す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

connect接続 ID音声ポート音声ポート番号 {t1 | e1}コントローラ番号ds0-group-number

noconnect接続 ID音声ポート音声ポート番号 {t1 | e1}コントローラ番号ds0-group-number

構文の説明 この接続の名前。接続 ID

接続に音声ポートを使用することを指定します。voice-port

音声ポートのスロット番号とポート番号。音声ポート番号

T1ポートを指定します。t1

E1ポートを指定します。e1

最初に接続されるT1またはE1コントローラの場所です。スロットとポー
トの有効な値は 0と 1です。

コントローラ番

号

最初の T1または E1コントローラポートに関連付けられた DS0グループ
の番号識別子。番号は ds0-groupコマンドを使用して作成されます。有効
な値は、T1の場合は 0～ 23、E1の場合は 0～ 30です。

ds0グループ番号

コマンドデフォルト ポート間にドロップアンドインサート接続はありません。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XK

このコマンドがCisco IOSRelease 12.0(7)Tに統合されました。12.0(7)T

voice-portキーワードが追加されました。12.2(15)ZJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

使用上のガイドライン connectコマンドは、 ds0-groupコマンドによって定義された T1または E1インターフェイス
上の音声ポートに関連付けられた 2つの DS0グループ間に名前付き接続を作成します。

例 次の例は、FXSループスタートシグナリングのチャネルバンク接続を設定する方法
を示しています。
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Router(config)# controller t1 1/0
Router(config-controller)# ds0-group 1 timeslot 0 type fxo-loop-start
Router(config-controller)# exit
Router(config)# voice-port 1/1/0
Router(config-voiceport)# signal-type fxs-loop-start
Router(config-voiceport)# exit
Router(config)# connect connection1 voice-port 1/1/0 t1 1/0 0

関連コマンド 説明コマンド

T1またはE1コントローラ上の論理音声ポートを構成するDS0タイムスロット、
およびルータが PBXまたは PSTNと通信するときに使用するシグナリングタイ
プを指定します。

ds0-group

ルータ上で設定されているドロップアンドインサート接続に関する設定情報を

表示します。

showconnect
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connect（ドロップおよび挿入）
ドロップアンドインサート（TDMクロスコネクトとも呼ばれる）用にT1またはE1コントロー
ラポート間の接続を定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで connectコ
マンドを使用します。 デフォルト値を復元するには、このコマンドの no形式を使用します。

connectconnection-id {t1 | e1}slotport-1tdm-group-no-1 {t1 | e1}slotport-2tdm-group-no-2

noconnectconnection-id {t1 | e1}スロットポート 1tdm-group-no-1 {t1 | e1}スロットポート
2tdm-group-no-2

構文の説明 この接続の名前。接続 ID

T1ポートを指定します。t1

E1ポートを指定します。e1

最初に接続される T1または E1コントローラの場所です。スロットと
ポートの範囲は 0と 1です。

スロットポート-1

最初の T1または E1コントローラポートに関連付けられ、 tdm-groupコ
マンドを使用して作成された TDMグループの番号識別子。範囲は、T1
の場合は 0～ 23、E1の場合は 0～ 30です。

tdm-group-no-1

接続する 2番目の T1または E1コントローラポートの場所です。スロッ
トの範囲は、プラットフォームに応じて 0～ 5です。ポートの範囲は、
プラットフォームとネットワークモジュールの有無に応じて 0～ 3にな
ります。

スロットポート-2

2番目の T1または E1コントローラに関連付けられ、 tdm-groupコマンド
を使用して作成された TDMグループの番号識別子。範囲は、T1の場合
は 0～ 23、E1の場合は 0～ 30です。

tdmグループ番号
2

コマンドデフォルト ポート間にドロップアンドインサート接続はありません。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズで導入されまし
た。

12.0(5)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Tに統合されました。12.0(7)T
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変更リリース

このコマンドは、Cisco 3600シリーズの 1ポートおよび 2ポート T1/E1マルチフ
レックス音声/WANインターフェイスカード (VWIC)のポートに 2つのチャネル
グループに対応するように変更されました。

12.1(1)T

使用上のガイドライン connectコマンドは、 tdm-groupコマンドを使用してすでにグループを定義してある、T1また
は E1インターフェイス上のドロップアンドインサートポートに関連付けられた 2つの TDM
グループ間の名前付き接続を作成します。

2つの異なる物理ポートにTDMグループが作成されたら、 connectコマンドを使用してポート
間のデータの通過を開始します。 AIMスロットにクロスポイントスイッチが提供されている
場合は、異なるカード上のポート間で接続を拡張できます。それ以外の場合、接続は同じ

VWIC上のポートに制限されます。

VWICは、送信元と宛先のタイムスロットの数が同じ場合にのみ接続を確立できます。接続に
エラーが起こらないようにするには、2つのポートを同じクロックソースで駆動する必要があ
ります。そうでない場合、スリップが発生します。

例 次の例は、タイムスロット 1～ 8を使用してポート 0で終端されたフラクショナル
T1、タイムスロット 2～ 12を使用してポート 1で終端されたフラクショナル T1、お
よびポート 0のタイムスロット 13～ 20が、 connectコマンドを使用してポート 1の
タイムスロット 14～ 21に接続されていることを示しています。

controller t1 0/0
channel-group 1 timeslots 1-8
tdm-group 1 timeslots 13-20
exit
controller t1 0/1
channel-group 1 timeslots 2-12
tdm-group 2 timeslot 14-21
exit
connect exampleconnection t1 0/0 1 t1 0/1 2

関連コマンド 説明コマンド

ルータ上で設定されているドロップアンドインサート接続に関する設定情報を

表示します。

showconnect

TDMクロスコネクトのクリアチャネルグループ (パススルー)を作成するため
のタイムスロットのリストを設定します。

tdm-グルー
プ
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connect atm
T1または E1コントローラポートと ATMインターフェイス間の接続を定義するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで connectatmコマンドを入力します。デフォルト値を復
元するには、このコマンドの no形式を使用します。

connect接続 IDatmスロット/ポート-1 {仮想回線名VPI/VCI {atm |T1 |E1}}スロット/ポート 2TDM

グループ番号 {仮想回線名VPI/VCI}
connect接続 IDatmスロット/ポート-1 {仮想回線名VPI/VCI {atm |T1 |E1}}スロット/ポート 2TDM

グループ番号 {仮想回線名VPI/VCI}

構文の説明 この接続の名前。接続 ID

最初の ATMインターフェイスを指定します。atm

接続する ATMコントローラの場所です。スロット/ポート-1

永続的仮想回線（PVC）または交換仮想回線（SVC）を指定します。仮想回線名

仮想パス識別子 (VPI)と仮想チャネル識別子 (VCI)を指定します。vpi/vci

2番目の ATMインターフェイスを指定します。atm

T1ポートを指定します。T1

E1ポートを指定します。E1

接続する T1または E1コントローラの場所です。スロット/ポート
2

T1または E1コントローラポートに関連付けられ、 tdm-groupコマンド
を使用して作成された、時分割多重 (TDM)グループの番号識別子。範囲
は、T1の場合は 0～ 23、E1の場合は 0～ 30です。

TDMグループ番

号

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズの ATMインター
フェイス用に導入されました。

12.1(2)T

ATM-to-ATM接続が許可されます。12.3(4)XD

ATM-ATM接続のサポートは、Cisco IOSリリース 12.3(7)Tに統合されました。12.3(7)T
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使用上のガイドライン このコマンドは、Cisco 2600、Cisco 3600、およびCisco 3700シリーズルータで使用され、T1/E1
とATMインターフェイス間の接続を提供します。このコマンドは、すべてのインターフェー
スが設定された後に使用されます。

2つの異なる物理ポートに TDMグループを作成した後、 connectatmコマンドを使用してポー
ト間のデータの通過を開始できます。高度統合モジュール (AIM)スロットにクロスポイント
スイッチが提供されている場合は、異なるカード上のポート間で接続を拡張できます。それ以

外の場合、接続は同じ VWICカード上のポートに制限されます。

VWICは、送信元と宛先のタイムスロットの数が同じ場合にのみ接続を確立できます。接続に
エラーがないようにするには、2つのポートを同じクロックソースで駆動する必要がありま
す。そうでない場合、スリップが発生します。

例 次の例は、ATM相手先固定回線 (PVC)と T1 TDMグループがどのように設定され、
接続されるかを示しています。

interface atm 1/0
pvc pvc1 10/100 ces
exit
controller T1 1/1
tdm-group 3 timeslots 13-24 type e&m
exitconnecttdm1atm1/0pvc110/100T11/13

関連コマンド 説明コマンド

接続可能な TDMグループを作成します。tdm-group

プライベート仮想回線を作成します。PVC
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接続間隔
現在の Cisco Unified CallManagerが接続に失敗した場合に、特定のデジタルシグナルプロセッ
サ (DSP)ファームプロファイルが Cisco Unified CallManagerへの接続を試行するまでの待機時
間を指定するには、SCCP Cisco Unified CallManager設定モードで connectintervalコマンドを使
用します。既定値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

connectinterval秒
noconnectinterval

構文の説明 タイマー値（秒単位）。値の範囲は 1～ 3600です。デフォルトは 60です。秒

コマンドデフォルト 60秒

コマンドモード
SCCP Cisco Unified CallManager設定 (config-sccp-ccm)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン このコマンドの最適な設定は、プラットフォームおよび個々のネットワークの特性によって異

なります。ニーズに合わせて接続間隔の値を調整します。

例 次の例では、現在のCiscoUnifiedCallManager接続が失敗した場合に、プロファイルが
1200秒 (20分)後に別の Cisco Unified CallManagerへの接続を試行するように指定しま
す。

Router(config-sccp-ccm)# connect interval 1200

関連コマンド 説明コマンド

Cisco Unified CallManagerを Cisco Unified CallManagerグループに関連付け、グ
ループ内での優先順位を確立します。

associateccm

DSPファームプロファイルをCisco Unified CallManagerグループに関連付けま
す。

associateprofile

インターフェイスを Cisco Unified CallManagerグループにバインドします。bindinterface

現在のCiscoUnifiedCallManager接続が失敗した場合に、DSPファームがCisco
Unified CallManagerへの接続を試行する回数を指定します。

接続再試行
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説明コマンド

Cisco Unified CallManagerグループを作成し、SCCP Cisco Unified CallManager
設定モードに入ります。

Sccpccmgroup
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接続再試行
現在の Cisco Unified CallManager接続が失敗したときに、デジタルシグナルプロセッサ (DSP)
ファームが Cisco Unified CallManagerへの接続を試行する回数を指定するには、SCCP Cisco
Unified CallManager設定モードで connectretriesコマンドを使用します。この番号をデフォル
ト値にリセットするには、このコマンドの無効形式を使用します。

connectリトライnumber

noconnectリトライ

構文の説明 接続試行回数。値の範囲は 1～ 32です。デフォルトは 3です。number

コマンドデフォルト 3回の接続試行

コマンドモード
SCCP Cisco Unified CallManager設定 (config-sccp-ccm)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン このコマンドの値は、指定された DSPファームが、より高い優先順位を持つ Cisco Unified
CallManagerへの接続を試行する回数を指定します。この回数を超えると、接続は中止され、
次の Cisco Unified CallManagerへの接続が試行されます。

このコマンドの最適な設定は、プラットフォームおよび個々のネットワークの特性によって異

なります。ニーズに合わせて接続再試行値を調整します。

例 次の例では、DSPファームがCisco Unified CallManagerへの接続を 5回試行した後、諦
めてグループ内で指定された次のCiscoUnifiedCallManagerへの接続を試行できるよう
になります。

Router(config-sccp-ccm)# connect retries 5

関連コマンド 説明コマンド

Cisco Unified CallManagerを Cisco Unified CallManagerグループに関連付け、グ
ループ内での優先順位を確立します。

associateccm

DSPファームプロファイルをCisco Unified CallManagerグループに関連付けま
す。

associateprofile

インターフェイスを Cisco Unified CallManagerグループにバインドします。bindinterface
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説明コマンド

特定のプロファイルが特定の Cisco Unified CallManagerへの接続を試行する回
数を指定します。

接続間隔

Cisco Unified CallManagerグループを作成し、SCCP Cisco Unified CallManager
設定モードに入ります。

Sccpccmgroup
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connection
音声ポートの接続モードを指定するには、音声ポート設定モードで connectionコマンドを使用
します。選択した接続モードを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

{connection {plar | tie-line | plaropx[cut-through-wait | immediate]}電話番号 |トランク電話番号
[応答モード]}
no {connection {plar | tie-line | plaropx[cut-through-wait | immediate]}電話番号 |トランク電話番
号[応答モード]}

構文の説明 専用回線自動リングダウン (PLAR)接続を指定します。 PLARは、音声イン
ターフェイスを遠端の音声インターフェイスに永続的に関連付け、ダイヤルせ

ずに特定の電話番号または PBXへの通話を完了できるようにする自動ダイヤ
ルメカニズムです。発信側の電話がオフフックになると、事前に定義された

ネットワークダイヤルピアが自動的に照合され、宛先の電話または PBXへの
通話が確立されます。

plar

構内交換機 (PBX)への一時的なタイライントランクをエミュレートする接続
を指定します。タイライン接続は通話ごとに自動的に確立され、通話が終了

すると切断されます。

tie-line

PLARオフプレミス内線 (OPX)接続を指定します。このオプションを使用す
ると、リモート音声ポートが応答を受信する前に、ローカル音声ポートがロー

カル応答を提供します。ForeignExchangeOffice (FXO)インターフェイスでは、
リモート側が応答するまで音声ポートは応答しません。

plaropx

（オプション）ルータによって音声パスをカットスルーする前に、オフフック

信号を待機するように指定します。

（注）

このキーワードは、電話がオフフックになったときに聞こえるわずかなクリッ

ク音を抑制します。ローカルFXOポートがオフフックになったことをユーザ
が認識しにくい場合があります。

カットスルー

待ち

(オプション)発信者 ID情報を待たずにすぐに通話を確立するように FXOポー
トを設定し、発信者と着信者の呼び出し音サイクルの認識が同じになるように

します。発信者 IDが利用可能な場合、着信側がまだ通話に応答していない場
合は、発信者 IDが着信番号に転送されます。

（注）

このオプションは、Centralized Automatic Message Accounting (CAMA)ポート
として設定されている FXOポートでは設定できません。

即時

宛先の電話番号を指定します。有効なエントリは、E.164電話番号を指定する
任意の数字の連続です。

電話番号
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PBXへの永続的なトランク接続をエミュレートする接続を指定します。アク
ティブな通話がない場合、トランク接続は永続的に維持されます。

トランク

(オプション)ルータがトランク接続を開始せず、トランクを確立する前に着信
コールを待機することを指定します。 trunkキーワードと一緒にのみ使用して
ください。

回答-モード

コマンドデフォルト 接続モードが指定されていないため、インターフェイスがオフフック状態になると、標準の

セッションアプリケーションはダイヤルトーンを出力し、ダイヤルピアと一致する十分な桁数

が収集されるか、通話が完了するまで、その状態を維持します。

コマンドモード
音声ポート設定ルータ (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズに追加されました。11.3(1)T

このコマンドは Cisco MC3810に実装され、 tie-lineキーワードが追加されまし
た。

11.3(1)MA1

このコマンドは変更されました。 plaropxキーワードは、Cisco MC3810では
plar-opx-ringrelayキーワードとして実装されました。キーワードはその後のリ
リースで短縮されました。

11.3(1)MA5

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(2)Tに統合されました。12.0(2)T

このコマンドは変更されました。 trunkキーワードは、Cisco MC3810に実装さ
れました。 trunkanswer-modeオプションが追加されました。

12.0(3)XG

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドは、Cisco 2600、Cisco 3600、および Cisco MC3810間で統一されま
した。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドは変更されました。 cut-through-waitキーワードが追加されまし
た。

12.3(8)T

このコマンドは変更されました。 immediateキーワードが追加されました。12.4(11)XW

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

使用上のガイドライン 特定のインターフェースの接続モードを指定するには、 connectionコマンドを使用します。
たとえば、PLARインターフェイスを指定するには、 connectionplarコマンドを使用します。
このコマンドに設定した文字列は、この接続を介したすべての着信コールの着信番号として使

用されます。宛先ピアは、着信番号によって決定されます。
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connectionplaropximmediateオプションにより、FXOポートは発信者と着信者の間で発信者 ID
の呼び出し音の不一致がないように通話をセットアップできるようになります。 FXO遅延発
信者 ID配信機能を実装するには、Cisco IOSリリース 12.4(11)XWを実行する Cisco 2800また
はCisco3800シリーズサービス統合型ルータが設定されたネットワークが必要です。統合サー
ビスルータには少なくとも1つの音声インターフェイスカードが必要です。この機能をサポー
トするには、CiscoCallManagerリリース 4.2.3 SR1以降のリリースがネットワークにインストー
ルされている必要があります。

immediateキーワードは、音声ポートで発信者 IDが有効になっている Cisco Unified
Communications Manager（SCCPまたはMGCP）によって管理される FXOポートでは設定しな
いことをお勧めします。 immediateキーワードが設定されている場合、Cisco Unified
Communications Managerは、宛先ポートに接続されている FXOポートに即時接続し、応答信
号としてループを閉じ、最初の着信音が鳴っている間に発信者 IDの収集を停止し、応答段階
に移行するように指示できます。

（注）

以下の 2つの図は、FXO遅延発信者 ID機能のネットワークトポロジとコールフローを示し
ています。発信者は PSTN内におり、通話はゲートウェイの FXOポート経由で到着します。
下の図では、ゲートウェイは H.323経由で Cisco CallManagerに接続されています。 Cisco
CallManagerは、SCCPベースの IP電話 (Cisco 7941)である着信側に通話を拡張します。

図 1 : FXO遅延発信者番号のネットワークトポロジ - H.323

下の図では、ゲートウェイは上の図と同じルータ上にあり、Survivable Remote Site Telephony
(SRST)がアクティブになっています。 SRSTは、Skinny Client Control Protocol（SCCP）ベース
の IP電話（Cisco 7941）である着信側に通話を拡張します。

図 2 : FXO遅延発信者 ID（SRST）のネットワークトポロジ

PBXへの永続的なタイライン接続を指定するには、 connectiontrunkコマンドを使用します。
VoIPは、VoIP接続の両側にある Ciscoデバイスに接続された PBX間に仮想トランクタイ回線
を作成することによって、トランク接続をシミュレートします（仮想トランク接続の図を参
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照）。この例では、2つのPBXが仮想トランクを使用して接続されています。PBX-AはE&M
音声ポートを介してルータ Aに接続され、PBX-Bは E&M音声ポートを介してルータ Bに接
続されます。 Ciscoルータは、接続された PBXを偽装して、それらの間に永続的なトランク
タイラインが存在すると信じ込ませます。

図 3 :仮想トランク接続

VoIPで仮想トランク接続を構成する場合、次の制限が適用されます。

•次の音声ポートの組み合わせを使用できます。

• E&Mから E&M（同じタイプ）
• Foreign Exchange Station（FXS）から Foreign Exchange Office（FXO）へ
• FXSから FXS（シグナリングなし）

•トランク接続用に設定された宛先パターン電話番号に対して番号拡張を実行しないでくだ
さい。

•トランク接続用に両方のエンドルーターを構成します。

仮想トランク接続では番号拡張がサポートされていないため、トランク接続の両側の宛先パ

ターンは完全に一致する必要があります。

（注）

トランク接続内のデバイスの1つをセカンダリとして動作し、通話の受信のみを行うように設
定するには、そのデバイスを設定するときに、 answer-modeオプションを connectiontrunkコ
マンドとともに使用します。

connectiontrunkコマンドを使用する場合は、音声ポートで shutdownコマンドに続けて
noshutdownコマンドを入力する必要があります。

（注）

VoIPは設定後すぐにトランク接続を確立します。接続の両端のポートは、その接続のトラン
キングを無効にするまで、専用になります。何らかの理由で 2つのスイッチングシステム間
のリンクがダウンした場合、リンクが復旧すると仮想トランクは再確立されます。

ダイヤルプランで PBXによってダイヤルされた数字の前に数字を追加する必要があり、結合
された数字セットを使用してネットワークへの通話をルーティングする場合は、connectiontie-line
コマンドを使用します。操作はconnectionplarコマンドの操作に似ていますが、この場合、タ
イラインポートは PBXから数字を収集するまで待機します。タイラインの数字は終端ポート
によって自動的に削除されます。
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例 次の例は、宛先電話番号が 555-0100である接続モードとして PLARを示しています。

voice-port 1/0/0
connection trunk 5550100

次の例は、宛先電話番号が 555-0100である接続モードとしてタイラインを示していま
す。

voice-port 1/1
connection tie-line 5550100

次の例は、宛先電話番号が 555-0100である PLARオフプレミス内線接続を示していま
す。

voice-port 1/0/0
connection plar-opx 5550100

次の例は、トランクが着信コールを受信した場合にのみ確立されるトランク接続構成

を示しています。

voice-port 1/0/0
connection trunk 5550100 answer-mode

次の例は、宛先電話番号が 0199であるPLAR構外内線接続を示しています。ルータで
は、音声パスをカットスルーする前にオフフック信号を待機します。

voice-port 2/0/0
connection plar opx 0199 cut-through-wait

次の例は、トランク接続をサポートするためのVoIP接続の両側のルーターの構成を示
しています (上の図を参照)。

ルータ A

voice-port 1/0/0
connection trunk +15105550190
dial-peer voice 10 pots
destination-pattern +13085550181
port 1/0/0
dial-peer voice 100 voip
session-target ipv4:172.20.10.10
destination-pattern +15105550190

ルータ B

voice-port 1/0/0
connection trunk +13085550180
dial-peer voice 20 pots
destination-pattern +15105550191
port 1/0/0
dial-peer voice 200 voip
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session-target ipv4:172.19.10.10
destination-pattern +13085550180

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアのプレフィックスまたは完全な E.164電話番号を指定し
ます。

宛先パターン

ダイヤルピア設定モードに入り、音声カプセル化タイプを指定しま

す。

ダイヤルピア音声

パケットネットワーク経由でのローカルおよびリモートルーター間の

通話のためのセッションプロトコルを確立します。

セッションプロトコ

ル

ダイヤルピアのネットワーク固有のアドレスを設定します。セッションターゲッ

ト

特定の音声ポートまたは音声インターフェイスカードをオフラインに

します。

シャットダウン

音声ポート設定モードを開始します。voice-port
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接続再利用
ファイアウォールの背後にあるエンドポイントの SIP登録の TCP接続を再利用するには、音
声サービス SIPまたは音声クラステナント設定モードで conn-reuseコマンドを使用します。
無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

接続再利用 {システム}
接続再利用なし

構文の説明 conn-reuse要求がグローバル音声サービス voip値を使用することを指定します。この
キーワードは、グローバル設定へのフォールバックを可能にするために、音声クラス

テナントモードでのみ使用できます。

system

コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトでは無効になっています。

コマンドモード 音声サービス SIP構成 (conf-serv-sip)

音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

音声クラステナント構成の下で、Yangモデルのサポートを導
入しました。

Cisco IOSXEダブリン 17.10.1a

使用上のガイドライン このコマンドを実行すると、ファイアウォールの背後にあるエンドポイントのSIP登録のTCP
接続を再利用できます。

例

音声サービス SIPモードの場合:

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)#voice service voip
Router(conf-voi-serv)#sip
Router(conf-serv-sip)#conn-reuse ?
<cr> <cr>

Router(conf-serv-sip)#conn-reuse

音声クラステナントモード:
Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)#voice class tenant 222
Router(config-class)#conn-reuse ?
system Use global config for conn-reuse
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<cr> <cr>
Router(config-class)#conn-reuse

関連コマンド 説明コマンド

グローバルリスナーポートを使用して、UDP
経由で要求を送信します。

接続再利用
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接続の再利用
UDP経由で要求を送信するためにグローバルまたはテナント設定モードのリスナーポートを使
用するには、sip-uaモードまたはボイスクラステナント設定モードで connection-reuseコマン
ドを使用します。無効化するには、このコマンドの no形式を使用します。

接続の再利用 {via-port | system}
no connection-reuse

構文の説明 viaヘッダーに存在するポートに応答を送信します。via-port

接続再利用要求がグローバル sip-ua値を使用することを指定します。このキーワード
はテナントモードでのみ使用可能で、それがグローバル設定にフォールバックする

ことを許可します。

system

コマンドデフォルト CUBEまたはローカルゲートウェイは、UDP経由で要求を送信するために一時的な UDPポー
トを使用します。

コマンドモード SIP UA構成

音声クラステナント構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドにキーワード systemが追加されました。
このコマンドが音声クラステナントで利用できるよう

になりました。

Cisco IOS 15.6(2)Tおよび Cisco IOS
XE Denali 16.3.1

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

音声クラステナント構成の下で、Yangモデルのサポー
トを導入しました。

Cisco IOS XEダブリン 17.10.1a

使用上のガイドライン このコマンドを実行すると、UDP経由でリクエストを送信するためのリスナーポートの使用が
有効化されます。通常のノンセキュア SIPのデフォルトのリスナーポートは 5060で、セキュ
ア SIPのデフォルトのリスナーポートは 5061です。グローバル UDPポートを変更するには、
voice service voip > sip設定モードで listen-port [non-secure | secure]port コマンドを設定します。

connection-reuseが有効化されている場合、グローバルまたはテナント設定モードで設定され
たUDPリッスンポートが使用されます。ただし、接続の再利用が有効になっていない場合、
代わりに一時ポートが使用されます。

（注）

例 sip-uaモードの場合:
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Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# sip-ua
Device(config-sip-ua)# connection-reuse via-port

音声クラステナントモード:

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice class tenant 1
Device(config-class)# connection-reuse via-port

関連コマンド 説明コマンド

UDP/TCP/TLS SIPリッスンポートを変更しま
す。

リスンポート
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接続タイムアウト
通信交換の完了後に接続を維持する時間を秒単位で設定するには、決済設定モードで

connection-timeoutコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

接続タイムアウト秒

no接続タイムアウト秒

構文の説明 通信交換が完了した後に接続が維持される時間（秒）。範囲は 0～ 86400です。0は接続
がタイムアウトしないことを意味します。デフォルトは 3600 (1時間)です。

秒

コマンドデフォルト 3600秒 (1時間)

コマンドモード
決済設定 (config-settlement)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、およびCiscoAS5300
で導入されました。

12.0(4)XH1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Tに統合されました。12.0(7)T

使用上のガイドライン ルータは、同じサーバへの将来の通信交換に備えて、設定された期間、接続を維持します。

例 次の例は、通信交換の完了後3600秒間維持されるように構成された接続を示していま
す。

settlement 0
connection-timeout 3600

関連コマンド 説明コマンド

顧客 IDを設定します。顧客 ID

デバイス識別を設定します。デバイス ID

暗号化方式を指定します。暗号化

最大同時接続数を設定します。最大接続数

応答タイムアウトを設定します。応答タイムアウト

再試行遅延を設定します。再試行遅延
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説明コマンド

接続再試行の制限を設定します。再試行制限

セッションタイムアウトを設定します。セッションタイムアウ

ト

決済設定モードを開始します。settlement

すべての決済サーバトランザクションの構成を表示します。showsettlement

決済プロバイダーを起動またはシャットダウンします。シャットダウン

プロバイダーの種類を指定します。タイプ

インターネットサービスプロバイダのアドレスを指定します。URL
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接続（メディアプロファイル）
CUBEでメディアプロファイルのアイドルタイムアウトとコールしきい値を設定するには、メ
ディアプロファイル設定モードで connection コマンドを使用します。設定を削除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

connection{通話しきい値コール | アイドルタイムアウト分}
接続なし {通話しきい値コール | idle-timeout分}

構文の説明 WebSocket接続ごとに許可される通話の数。範囲は 1～ 20です。デフォルトは 5です。通

話

接続のアイドルタイムアウト期間 (分)。範囲: 1～60分。分

コマンドデフォルト デフォルトでは無効になっています。

コマンドモード メディアプロファイルコンフィギュレーションモード (cfg-mediaprofile)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは Cisco Unified Border Elementに導入されま
した。

Cisco IOSXEベンガルール 17.6.1a

使用上のガイドライン connection コマンドは、メディアプロファイルに関連付けられたパラメータを構成します。
WebSocket接続ごとにサポートされる呼び出し数のしきい値を設定できます。また、このコマ
ンドを使用して、アイドル接続のタイムアウト間隔を設定することもできます。

例 以下は、接続 (メディアプロファイル) の CUBEサンプル設定です。
router(cfg-mediaprofile)#connection ?
calls-threshold number of calls per connection
idle-timeout idle timeout in minutes

router(cfg-mediaprofile)#connection calls-threshold ?
<1-20> number of calls per connection
router(cfg-mediaprofile)#connection calls-threshold 50

router(cfg-mediaprofile)#connection idle-timeout ?
<1-60> idle-timeout in minutes
router(cfg-mediaprofile)#connection idle-timeout 45

関連コマンド 説明コマンド

CUBEでストリームサービスを有効にします。メディアプロファイルストリームサー

ビス

clid through credentials (sip-ua)
93

clid through credentials (sip-ua)

接続（メディアプロファイル）



説明コマンド

メディアプロファイルのプロキシの IPアドレスまた
はホスト名を設定します。

プロキシ (メディアプロファイル)

WebSocket接続のローカルソース IPアドレスを設定
します。

source-ip (メディアプロファイル)

ダイヤルピアレベルでメディアクラスを適用します。メディアクラス
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contact-passing
302パススルーの一方のレッグからもう一方のレッグへのコンタクトヘッダーのパススルーを
設定するには、音声サービス SIP設定モードで contact-passingコマンドを使用します。この
設定を無効にするには、 no形式でコマンドを使用します。

contact-passing
nocontact-passing

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 302パススルーの一方のレッグから他方のレッグへの連絡先ヘッダーのパススルーは有効化さ
れていません。

コマンドモード 音声サービス SIP設定モード (conf-serv-sip)。

音声クラステナント構成 (config-class)。

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。15.4(1)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

例

次の例は、 contact-passingコマンドを使用して、302パススルーの一方のレッグから
もう一方のレッグへのコンタクトヘッダーのパススルーを設定する方法を示していま

す。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voip
Device(conf-voi-serv)# sip
Device(conf-serv-sip)# contact-passing
Device(config-class)# end

関連コマンド 説明コマンド

Request-URIおよび To SIPヘッダーのホスト部分のパススルー
を有効にします。

requri-passing

着信 URIからセッションターゲットを導出します。セッションターゲット sip-uri

SIP URIヘッダーのパススルーを有効にします。voice-class sip requri-passing
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content sdp version increment
CUBEによって送信された以前のオファーが拒否された場合でも、SDPが変更されたすべての
RE-INVITEの SDPバージョンを増加させるには、voice service voip sip設定モードで content
sdp version incrementコマンドを使用します。

content sdp version increment

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト CUBEによって送信された以前のオファーが拒否された場合でも、SDPが変更されたRE-INVITE
では SDPバージョンは増加しません。

コマンドモード 音声サービス VoIP SIP設定モード (conf-serv-sip)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS
15.5(2)T

Cisco IOS XE
3.15

使用上のガイドライン content sdp version incrementコマンドを使用して、CUBEによって送信された以前のオファー
が拒否された場合でも、SDPが変更されたすべての RE-INVITEの SDPバージョンが増加しま
す。

例

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voip
Device(conf-voi-serv)# sip
Devoce(conf-serv-sip)# content sdp version increment
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copy flash vfc
Cisco AS5300ユニバーサルアクセスサーバのマザーボードから音声機能カード（VFC）のフ
ラッシュメモリに VCWareの新しいバージョンをコピーするには、特権 EXECモードで
copyflashvfcコマンドを使用します。

コピーするフラッシュVFCスロット番号

構文の説明 VFCがインストールされている Cisco AS5300上のスロット。範囲は 0から 2
です。

スロット-番
号

コマンドモード
特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCiscoAS5300に導入されました。11.3NA

使用上のガイドライン 標準のコピーユーザインターフェイスを使用して、新しいバージョンの VCWareを Cisco
AS5300ユニバーサルアクセスサーバのマザーボードから VFCフラッシュメモリにコピーす
るには、 copyflashvfcコマンドを使用します。 VFCは、Cisco AS5300ユニバーサルアクセス
サーバ用のプラグイン機能カードであり、組み込みファームウェア用の独自のフラッシュメモ

リストレージを備えています。 VFCの詳細については、 Voice-over-IPカードを参照してくだ
さい。

VCWareファイルをコピーしたら、 unbundlevfcコマンドを使用して VCWareを解凍し、イン
ストールします。

例 次の例では、Cisco AS5300ユニバーサルアクセスサーバのマザーボードから VFCフ
ラッシュメモリに VCWareの新しいバージョンをコピーします。

Router# copy flash vfc 0

関連コマンド 説明コマンド

VCWareの新しいバージョンを TFTPサーバからVFCフラッシュメモリにコ
ピーします。

コピーtftpvfc

VCWareまたはDSPWareの現在実行中のイメージを個別のファイルに分割し
ます。

アンバンドル
vfc
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copy tftp vfc
TFTPサーバから音声機能カード（VFC）フラッシュメモリに VCWareの新しいバージョンを
コピーするには、特権 EXECモードで copytftpvfcコマンドを使用します。

コピーするtftpvfcスロット番号

構文の説明 VFCがインストールされている Cisco AS5300上のスロット。範囲は 0～ 2で
す。デフォルトはありません。

スロット-番
号

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はない

コマンドモード
特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCiscoAS5300に導入されました。11.3NA

使用上のガイドライン copytftpvfcコマンドを使用して、新しいバージョンのVCWareを TFTPサーバからVFCフラッ
シュメモリにコピーします。VFCは、CiscoAS5300ユニバーサルアクセスサーバ用のプラグ
イン機能カードであり、組み込みファームウェア用の独自のフラッシュストレージを備えてい

ます。 VFCの詳細については、 Voice-over-IPカードを参照してください。

VCWareファイルをコピーしたら、 unbundlevfcコマンドを使用して VCWareを解凍し、イン
ストールします。

例 次の例では、TFTPサーバから VFCフラッシュメモリにファイルをコピーします。

Router# copy tftp vfc 0

関連コマンド 説明コマンド

Cisco AS5300マザーボードから VFCフラッシュメモリに VCWareの新しい
バージョンをコピーします。

copyflashvfc

VCWareまたはDSPWareの現在実行中のイメージを個別のファイルに分割し
ます。

アンバンドル
vfc
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corlist incoming
指定されたダイヤルピアが着信ダイヤルピアとして機能するときに使用する制限クラス（COR）
リストを指定するには、ダイヤルピア設定モードで corlistincomingコマンドを使用します。
着信 CORリストを再定義する準備として、以前に定義した着信 CORリストをクリアするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

コルリスト着信cor-list-name

noコルリスト着信cor-list-name

構文の説明 指定されたダイヤルピアが着信ダイヤルピアとして使用される場合に持つ機能を

定義するダイヤルピア CORリストの名前。
cor-list-name

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(3)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXEベンガルール 17.6.1a

使用上のガイドライン dial-peercorlistおよび memberコマンドは、機能セット (CORリスト)を定義します。これら
のリストは、ダイヤルピアで使用され、ダイヤルピアが着信ダイヤルピアとして使用される場

合にダイヤルピアが持つ機能セットを示すために ( corlistincomingコマンド)、または着信ダイ
ヤルピアがダイヤルピアを介して発信コールを行うために必要な機能セットを示すために (
corlistoutgoingコマンド)使用されます。例えば、ダイヤルピア 100が着信ダイヤルピアで、
その着信 CORリスト名が list100の場合、ダイヤルピア 200の発信 CORリスト名は list200で
す。list100に list200のすべてのメンバーが含まれていない場合（つまり、list100が list200の
スーパーセットでない場合）、ダイヤルピア 100からダイヤルピア 200を発信ダイヤルピアと
して使用するコールは実行できません。

例 以下の例では、526....からの着信は、着信ダイヤルピアの CORリスト（list2）が発信
ダイヤルピアのCORリスト（list1）のスーパーセットではないため、1900....への発信
に切り替わらないようにブロックされています。

dial-peer list list1
member 900call
dial-peer list list2
member 800call
member othercall
dial-peer voice 526 pots
answer-address 408555....
corlist incoming list2
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direct-inward-dial
dial-peer voice 900 pots
destination pattern 1900.......
direct-inward-dial
trunkgroup 101
prefix 333
corlist outgoing list1

関連コマンド 説明コマンド

発信ダイヤルピアで使用されるCORリストを指定します。corlist発信

CORリスト名を定義します。dial-peercorlist

ダイヤルピア CORリストにメンバーを追加します。メンバー
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corlist outgoing
発信ダイヤルピアで使用される制限クラス（COR）リストを指定するには、ダイヤルピア設定
モードで corlistoutgoingコマンドを使用します。発信 CORリストを再定義する準備として、
以前に定義した発信 CORリストをクリアするには、このコマンドの no形式を使用します。

コルリストoutgoingcor-list-name

noコルリストoutgoingcor-list-name

構文の説明 このダイヤルピアを使用して設定された番号に発信コールを行うためのダイヤル

ピア CORリストの必須の名前。
cor-list-name

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.1(3)T

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXEベンガルール 17.6.1a

使用上のガイドライン 着信ダイヤルピアのCORリストが発信ダイヤルピアのCORリストのスーパーセットでない場
合は、着信ダイヤルピアからの呼び出しでその発信ダイヤルピアを使用できません。

例 次の例では、着信ダイヤルピア (list2)のCORリストが発信ダイヤルピア (list1)のCOR
リストのスーパーセットではないため、526....からの着信コールが 1900....への発信
コールに切り替えられることがブロックされます。

dial-peer list list1
member 900call
dial-peer list list2
member 800call
member othercall
dial-peer voice 526 pots
answer-address 408555....
corlist incoming list2
direct-inward-dial
dial-peer voice 900 pots
destination pattern 1900.......
direct-inward-dial
trunk group 101
prefix 333
corlist outgoing list1
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cpa
発信 VoIPコールのコールプログレス分析 (CPA)アルゴリズムを有効にし、CPAパラメータを
設定するには、音声サービス設定モードで cpaコマンドを使用します。 CPAアルゴリズムを
無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

cpa [threshold {アクティブ信号 {9db | 12db | 15db | 18db | 21db} | noise-level {最大 {-45dBm0
| -50dBm0 | -55dBm0 | -60dBm0} | min {-55dBm0 | -60dBm0 | -65dBm0 | -70dBm0}}} | タイ
ミング {live-person最大継続時間 | ノイズ期間最大継続時間 | silent最小継続時間 | term-tone
最大継続時間 | タイムアウト最大継続時間 | valid-speech最小継続時間}]
nocpa

構文の説明 (オプション) CPAしきい値をデシベル (dB)単位で設定します。しきい値

(オプション)測定されたノイズフロアレベルに関連するアクティブ
信号しきい値を設定します。

アクティブ信号

(オプション)測定されたノイズフロアレベル (dB単位)を超えるア
クティブ信号しきい値を指定します。デフォルト値は 15 dBです。

9dB | 12dB | 15dB | 18dB
| 21dB

(オプション) CPAノイズフロアレベルの制限を設定します。noise-level

(オプション)最大ノイズフロアレベルを設定します。最大

(オプション)最大ノイズフロアレベル値 (二乗平均平方根)を dBm0
単位で指定します。ここで、dBm0は 1ミリワットを基準とするデ
シベルであり、0 dBmの有効電力レベルに補正されます。デフォル
ト値は -50 dBm0です。

-45dBm0 | -50dBm0 |
-55dBm0 | -60dBm0

(オプション)最小ノイズフロアレベルを設定します。分

(オプション)最小ノイズフロアレベル値 (dBm0単位)。ここで、
dBm0は 1ミリワットを基準とするデシベルであり、0 dBmの有効電
力レベルに補正されます。デフォルト値は -60 dBm0です。この値
は、 cpa threshold noise-level maxコマンドで設定された値以下であ
る必要があることに注意してください。

-55dBm0 | -60dBm0 |
-65dBm0 | -70dBm0

(オプション) CPAタイミングパラメータを設定します。タイミング

(オプション) CPAアルゴリズムが通話に人間が応答したかどうかを
判断するために使用する最大待機時間 (ミリ秒単位)を設定します。
範囲は 1から 60000です。既定値は 2500です。

live-personmax-duration

(オプション)通話開始時に CPAアルゴリズムがノイズフロアレベ
ルを測定するために使用する最大待機時間 (ミリ秒単位)を設定しま
す。範囲は 1から 60000です。既定値は 100です。

ノイズ期間最大継続時

間
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(オプション)アクティブな音声が検出された後、CPAアルゴリズム
が通話に人間が応答したと判断するための最小の無音期間 (ミリ秒単
位)を設定します。範囲は 1から 60000です。既定値は 375です。

silentmin-duration

(オプション)留守番電話が検出された後、CPAアルゴリズムが留守
番電話の終了トーンを待機するために使用する最大待機時間 (ミリ秒
単位)を設定します。範囲は 1から 60000です。既定値は 15000で
す。

term-tonemax-duration

(オプション)音声信号が検出されない場合に CPAアルゴリズムがタ
イムアウトに使用する最大待機時間 (ミリ秒単位)を設定します。範
囲は 1から 60000です。既定値は 3000です。

タイムアウト最大期間

(オプション) CPAアルゴリズムが有効な音声信号と見なすための最
小音声継続時間 (ミリ秒単位)を設定します。範囲は 1から 60000で
す。既定値は 112です。

valid-speechmin-duration

コマンドデフォルト CPAアルゴリズムは発信 VoIP通話に対して有効になっています。

コマンドモード 音声サービスの構成 (conf-voi-serv)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(24)T

このコマンドがCisco IOSXERelease 3.9S.に統合されました。Cisco IOS XEリリース 3.9S

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン VoIP発信通話のコールプログレス分析アルゴリズムを有効化するには、cpaコマンドを使用し
ます。デジタル信号プロセッサ（DSP）ファームプロファイル設定モードで call-progress-analysis
コマンドを使用してCPA機能をアクティブ化する必要があります。その後、cpaコマンドを使
用してしきい値とタイミングパラメータの値を設定します。

ダイヤルピアで VCCコーデックが設定されている場合、CPAが有効になっているときに、
VCC内のコーデックのリストは DSPトランスコーダプロファイルでプロビジョニングされた
コーデックのリストと一致する必要があります。

（注）

例 次の例は、CPAを有効にし、タイミングとしきい値のパラメータを設定する方法を示
しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voip
Device(conf-voi-serv)# cpa
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Device(conf-voi-serv)# cpa threshold active-signal 12dB
Device(conf-voi-serv)# cpa threshold noise-level max -55dBm0
Device(conf-voi-serv)# cpa threshold noise-level min -65dBm0
Device(conf-voi-serv)# cpa timing live-person 5000
Device(conf-voi-serv)# cpa timing timeout 2000
Device(conf-voi-serv)# cpa timing term-tone 7000
Device(conf-voi-serv)# cpa timing silent 380
Device(conf-voi-serv)# cpa timing valid-speech 113
Device(conf-voi-serv)# cpa timing noise-period 101
Device(conf-voi-serv)# exit

関連コマンド 説明コマンド

Cisco UBE上の DSPファームプロファイルの CPAをアクティブ化し
ます。

call-progress-analysis

DSPファームプロファイルコンフィギュレーションモードを開始し、
DSPファームサービスのプロファイルを定義します。

dspfarmプロファイ
ル

ノイズ低減 (NR)が動作するノイズレベル (dBm単位)を設定します。ノイズフロア
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cptone
音声ポートの地域アナログ音声インターフェイス関連のトーン、呼び出し音、およびリズム設

定を指定するには、音声ポート設定モードで cptoneコマンドを使用します。選択したトーン
を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

cptoneロケール
nocptoneロケール

構文の説明 国固有の音声インターフェイス関連のデフォルトのトーン、呼び出し音、およびリ

ズムの設定 (ISDN PRIおよび E1 R2シグナリングの場合)。キーワードは以下の表に
示されています。 Cisco IOSリリース 12.0(4)T以降のリリースでは、デフォルトの
キーワードは usです。

ロケー

ル

コマンドデフォルト Cisco IOSリリース 12.0(4)T以降のリリースでサポートされているすべてのゲートウェイおよ
びインターフェイスのデフォルトのキーワードは usです。

コマンドモード
音声ポートの設定 (config-voiceport)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズに追加されました。11.3(1)T

このコマンドは変更されました。国を表す完全なキーワード名は、CiscoMC3810
で初めて追加されました。

11.3(1)MA

このコマンドは変更されました。 Cisco MC3810に ISO 3166の 2文字の国コード
が追加されました。

12.0(4)T

このコマンドは変更されました。次のギーワード: eg、gh、jo、ke、lb、ng、np、
pa、pk、sa、zwが追加されました。

12.1(5)XM

このコマンドは Cisco 1750に実装され、Cisco IOSリリース 12.2(2)Tに統合されま
した。

12.2(2)T

このコマンドは変更されました。 c1および c2キーワードが、Cisco 2610XM、
Cisco 2611XM、Cisco 2620XM、Cisco 2621XM、Cisco 2650XM、Cisco 2651XM、
Cisco 2691、Cisco 3640A、Cisco 3660、Cisco 3725、および Cisco 3745の各プラッ
トフォームに追加されました。

12.2(15)ZJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

このコマンドは変更されました。次のキーワードが追加されました: ae、 kw、
om。

12.4(15)T
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変更リリース

このコマンドは変更されました。 clキーワードが追加されました。15.0(1)M

このコマンドは変更されました。 mtキーワードが追加されました。15.1(3)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ローカルインターフェイスで生成されるコールプログレストーンの検出を

定義します。これは、接続のリモートエンドに渡される情報には影響せず、接続のリモート

エンドで生成されるトーンの検出も定義しません。指定された音声ポートの地域アナログ音声

インターフェイス関連のデフォルトのトーン、呼び出し音、およびケイデンス設定を設定する

には、cptoneコマンドを使用します。

デバイスが E1 R2シグナリングをサポートするように設定されている場合、E1 R2シグナリン
グタイプ ( cas-customコマンドで定義されている ITU、ITUバリアント、またはローカルバリ
アント)が、 cptoneコマンドで定義されている適切なパルスコード変調 (PCM)エンコードタ
イプと一致する必要があります。 cptone値がまだ定義されていない国の場合は、次の方法を
試すことができます。

•その国で a-law E1 R2シグナリングを使用している場合は、gb値を cptoneコマンドに使用
します。

•その国で mu-law E1 R2シグナリングを使用している場合は、us値を cptoneコマンドに使
用します。

以下の表は、 locale引数の有効なエントリを示しています。

表 4 : locale引数の有効なコマンドエントリ

cptone localeコマンド入力国（Country）cptone localeコマンド入力国（Country）

lbレバノンarアルゼンチン

ルルクセンブルグauオーストラリア

私のマレーシアでオーストリア

メートルマルタbeベルギー

mxメキシコbrブラジル

npネパールcaカナダ

nlオランダclチリ

nzニュージーランドcn中国

ngナイジェリアcoコロンビア

noノルウェーc1カスタム 1 1

omオマーンc2カスタム 2 2
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cptone localeコマンド入力国（Country）cptone localeコマンド入力国（Country）

pkパキスタンczチェコ共和国

パパナマdkデンマーク

ペペルーegエジプト

phフィリピンフィフィンランド

plポーランドfrフランス

ptポルトガルdeドイツ

ruロシア連邦ghガーナ

saサウジアラビアgb英国

sgSingaporegrギリシャ

skスロバキアhk香港

siスロベニア共和国huハンガリー

za南アフリカisアイスランド

esスペインinインド

seスウェーデンIDインドネシア

chスイスieアイルランド

tw台湾ilイスラエル

thタイitイタリア

trトルコjp日本

aeアラブ首長国連邦joヨルダン

us米国keケニア

veベネズエラkr韓国

zwジンバブエkwクウェート

1 XMLファイルがゲートウェイに初めてダウンロードされるときに自動的に構成されま
す。

2 XMLファイルがゲートウェイに初めてダウンロードされるときに自動的に構成されま
す。
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例 次の例では、通話進行トーンのロケールとして米国を設定します。

voice-port 1/0/0
cptone us

次の例では、Ciscoユニバーサルアクセスサーバで、通話進行トーンのロケールとし
てブラジルを設定します。

voice-port 1:0
cptone br
description Brasil Tone

関連コマンド 説明コマンド

音声ポート設定モードを開始します。voice-port

チャネライズドライン上の特定の E1または T1チャネルグループのシグナリング
パラメータをカスタマイズします。

cas-custom
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cptone call-waiting repetition interval
Foreign Exchange Station（FXS）ポートに接続されたアナログエンドポイントでキャッチホン
アラートパターンを設定するには、補助サービス音声ポート設定モードで

cptonecall-waitingrepetitionintervalコマンドを使用します。デフォルト動作に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

cptoneコールウェイティング繰り返しintervalsecond

nocptoneコールウェイティング繰り返しinterval

構文の説明 トーン繰り返し間隔の長さ（秒単位）。範囲: 0～ 30。デフォルト: 0。second

コマンドデフォルト 1回のビープ音がデフォルトの動作です。

コマンドモード
補助サービス音声ポート設定 (config-stcapp-suppl-serv-port)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.1(3)T

使用上のガイドライン Cisco Integrated Services Router（ISR）や Cisco VG224 Analog Phone Gatewayなどの Cisco IOS音
声ゲートウェイの FXSポートに接続されたアナログエンドポイントでコール待機アラートパ
ターンを設定するには、 cptonecall-waitingrepetitionintervalコマンドを使用します。

設定すると、ユーザが新しい通話に切り替えるか、発信者が電話を切るまで、着信音は設定さ

れた間隔で定期的に繰り返されます。

例 次の例は、Cisco VG224のポート 2/0に接続されたアナログエンドポイントでコール
待機アラートパターンを設定する方法を示しています。

Router(config)# stcapp supplementary-services
Router(config-stcapp-suppl-serv)# port 2/0
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# cptone call-waiting repetition interval 20
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# end

関連コマンド 説明コマンド

補足サービスコンフィギュレーションモードを開始して、FXS
ポートに STCAPP補足サービス機能を設定します。

stcappsupplementary-services
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credential load
認証情報をフラッシュメモリに再ロードするには、特権 EXECモードで credentialloadコマン
ドを使用します。

credentialloadtag

構文の説明 ロードする資格情報 (.csv)ファイルを識別する番号。範囲: 1～ 5。これは、
authenticatecredentialコマンドで定義された番号です。

タ

グ

コマンドデフォルト 資格情報ファイルは再読み込みされません。

コマンドモード
特権 EXEC (#)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(11)XJ

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドは、 authenticatecredentialコマンドで定義された資格情報ファイルを再ロードす
るためのショートカットを提供します。

最大 5つの .csvファイルを設定してシステムにロードできます。これら 5つのファイルの内
容は相互に排他的です。つまり、ユーザ名とパスワードのペアはすべてのファイルにわたって

一意である必要があります。 Cisco Unified CMEの場合、これらのユーザ名/パスワードのペア
は、 usernameコマンドで SCCP電話機または SIP電話機に定義されたものと同じにすること
はできません。

例 次の例は、資格情報ファイル 3を再ロードする方法を示しています。

credential load 3

関連コマンド 説明コマンド

Cisco Unified CMEまたは Cisco Unified SRSTシステムで SIP
電話の認証モードを定義します。

authenticate(voiceregisterglobal)

SCCP電話機のユーザ名とパスワードを定義します。ユーザ名(ephone)

SIP電話を認証するためのユーザ名とパスワードを定義しま
す。

username（音声登録プール）
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資格情報 (SIP UA)
Cisco IOS Session Initiation Protocol（SIP）Time-Division Multiplexing（TDM）ゲートウェイ、
CiscoUnified Border Element（CiscoUBE）、またはCiscoUnified CommunicationsManager Express
（CiscoUnifiedCME）がUP状態のときにSIP登録メッセージを送信するように設定するには、
SIP UAコンフィギュレーションモードまたは音声クラステナントコンフィギュレーション
モードで credentialsコマンドを使用します。SIPダイジェスト資格情報を無効にするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

credentials {dhcp |numbernumberusernameユーザ名（username）}パスワード{0|6|7}パスワー
ド領域領域

no資格 {dhcp | numbernumberusernameユーザ名（username）}パスワード{0|6|7}パスワード
領域領域

構文の説明 （オプション）SIPメッセージの送信に Dynamic Host Configuration Protocol
（DHCP）を使用することを指定します。

dhcp

(オプション) SIPトランクが登録されるレジストラを表す文字列 (4文字以
上である必要があります)。

番号番号

認証を提供しているユーザのユーザ名を表す文字列 (4文字以上である必要
があります)。このオプションは、numberキーワードを使用して特定のレ
ジストラを構成する場合にのみ有効です。

ユーザ名ユーザ

名

認証用のパスワード設定を指定します。パスワード

暗号化タイプをクリアテキスト (暗号化なし)として指定します。0

タイプ 6 Advanced Encryption Scheme (AES)を使用して、パスワードの安全
な可逆暗号化を指定します。

（注）

AES主キーを事前に構成する必要があります。

6

暗号化タイプを暗号化された状態として指定します。7

認証用のパスワードを表す文字列。暗号化タイプが指定されていない場

合、パスワードはクリアテキスト形式になります。文字列は 4～ 128文字
にする必要があります。

パスワード

(オプション)資格情報を適用できるドメインを表す文字列。レルムレルム

コマンドデフォルト SIPダイジェスト資格情報は無効です。

コマンドモード SIP UA構成 (config-sip-ua)
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音声クラステナント構成 (config-class)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(22)Tに統合されました。12.4(22)T

このコマンドは変更されました。 dhcpキーワードが追加され、
usernameキーワードと username引数が削除されました。

12.4(22)YB

このコマンドが Cisco IOS Release 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

このコマンドは変更されました。複数のレジストラが設定されて

いる場合に、特定のレジストラの資格情報を設定するために、

numberキーワードと number引数が追加され、 usernameキー
ワードと username引数が再導入されました。

15.0(1)XA

このコマンドが Cisco IOS Release 15.1(1)Tに統合されました。15.1(1)T

このコマンドが音声クラステナントで利用できるようになりまし

た。

15.6(2)Tおよび IOS XE
Denali 16.3.1

タイプ 6 Advanced Encryption Scheme (AES)を使用したパスワード
の安全な可逆暗号化が導入されました。

IOS XE 16.11.1a

YANGモデルのサポートを導入しました。Cisco IOS XE Cupertino
17.7.1a

使用上のガイドライン 資格情報が有効になっている場合、次の構成ルールが適用されます。

•すべてのドメイン名に対して有効なパスワードは1つだけです。新しく設定したパスワー
ドは、以前に設定したパスワードを上書きします。

• credentialsコマンドが設定され、 showrunning-configコマンドが使用されている場合、パ
スワードは常に暗号化された形式で表示されます。

コマンドの dhcpキーワードは、プライマリ番号が DHCP経由で取得され、このコマンドが有
効になっている Cisco IOS SIP TDMゲートウェイ、Cisco UBE、または Cisco Unified CMEに
よって、プライマリ番号を登録または登録解除時にこの番号を使用することを示します。

パスワードの暗号化タイプを指定することは必須です。クリアテキストパスワード (タイプ0)
が設定されている場合は、実行コンフィギュレーションに保存される前にタイプ6として暗号
化されます。

暗号化タイプを 6または 7に指定した場合、入力したパスワードは有効なタイプ 6または 7の
パスワード形式と照合され、それぞれタイプ 6または 7として保存されます。

タイプ 6パスワードは、AES暗号とユーザ定義の主キーを使用して暗号化されます。これら
のパスワードは、より安全です。主キーは構成には表示されません。主キーを知らないと、
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タイプ 6パスワードは使用できません。主キーが変更されると、タイプ 6として保存されてい
るパスワードは新しい主キーで再暗号化されます。主キーの設定が削除されると、タイプ6パ
スワードを復号化できなくなり、通話や登録の認証が失敗する可能性があります。

構成をバックアップしたり、構成を別のデバイスに移行したりする場合、主キーはダンプされ

ません。したがって、主キーを手動で再度構成する必要があります。

（注）

暗号化された事前共有キーを設定するには、「暗号化された事前共有キーの設定」を参照して

ください。

パスワードタイプ 7は IOS XEリリース 16.11.1aでサポートされていますが、以降のリリース
では廃止される予定です。暗号化タイプ7が設定されている場合、次の警告メッセージが表示
されます。

警告: タイプ 7 パスワードを使用してコマンドが構成に追加されました。 ただし、タイプ

7 のパスワードはまもなく廃止される予定です。 サポートされているパスワードタイプ 6

に移行します。

（注）

YANGでは、2つの異なるレルム間で同じユーザ名を設定することはできません。（注）

例 次の例は、暗号化された形式を使用して SIPダイジェスト資格情報を設定する方法を
示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# sip-ua
Router(config-sip-ua)# credentials dhcp password 6 095FB01AA000401 realm example.com

次の例は、暗号化タイプが指定された SIPダイジェスト資格情報を無効にする方法を
示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# sip-ua
Router(config-sip-ua)# no credentials dhcp password 6 095FB01AA000401 realm example.com

関連コマンド 説明コマンド

個々のダイヤルピアで SIPダイジェスト認証を有効にします。authentication(dialpeer)

SIPダイジェスト認証を有効にします。認証(SIPUA)
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説明コマンド

送信メッセージの From、Call-ID、および Remote-Party-IDヘッダー内
の物理 IPアドレスの代わりに DNSローカルホスト名を置き換えるた
めのグローバル設定を構成します。

ローカルホスト

Cisco IOS SIP TDMゲートウェイが外部 SIPプロキシまたは SIPレジ
ストラに FXS、EFXS、および SCCP電話機の E.164番号を登録でき
るようにします。

レジストラ

個々のダイヤルピア上の送信メッセージの From、Call-ID、および
Remote-Party-IDヘッダーの物理 IPアドレスの代わりにDNSローカル
ホスト名を指定して、グローバル設定を上書きするための設定を構成

します。

voice-classsiplocalhost
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crypto
オファーおよびアンサーの SDPで Cisco Unified Border Element（CUBE）によって提供される
SRTP暗号スイートの優先順位を指定するには、音声クラス設定モードで cryptoコマンドを使
用します。この機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

cryptopreference暗号スイート
no cryptopreference

構文の説明 暗号スイートの優先順位を指定します。範囲は 1～ 4で、1が最高です。preference

暗号スイートを優先順位に関連付けます。次の暗号スイートがサポートされて

います。

• AEAD_AES_256_GCM

• AEAD_AES_128_GCM

• AES_CM_128_HMAC_SHA1_80

• AES_CM_128_HMAC_SHA1_32

暗号スイー

ト

コマンドデフォルト このコマンドが設定されていない場合、デフォルトの動作では、次の優先順位で srtp-cipherス
イートが提供されます。

• AEAD_AES_256_GCM

• AEAD_AES_128_GCM

• AES_CM_128_HMAC_SHA1_80

• AES_CM_128_HMAC_SHA1_32

コマンドモード voice class srtp-crypto（設定クラス）

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEEverest 16.5.1b

使用上のガイドライン すでに設定されている暗号スイートの優先順位を変更すると、その優先順位は上書きされま

す。

例 SRTP暗号スイートの優先順位を指定する

以下は、SRTP暗号スイートの優先順位を指定する例です。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice class srtp-crypto 100
Device(config-class)# crypto 1 AEAD_AES_256_GCM
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Device(config-class)# crypto 2 AEAD_AES_128_GCM
Device(config-class)# crypto 4 AES_CM_128_HMAC_SHA1_32

暗号スイートの優先順位を上書きする

次のように、SRTP暗号スイートの優先順位を指定します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice class srtp-crypto 100
Device(config-class)# crypto 1 AEAD_AES_256_GCM
Device(config-class)# crypto 2 AEAD_AES_128_GCM
Device(config-class)# crypto 4 AES_CM_128_HMAC_SHA1_32

以下は、暗号スイートの設定を示す show running-config コマンドの出力の一部です。

Device# show running-config
voice class srtp-crypto 100
crypto 1 AEAD_AES_256_GCM
crypto 2 AEAD_AES_128_GCM
crypto 4 AES_CM_128_HMAC_SHA1_32

優先順位 4をAES_CM_128_HMAC_SHA1_80に変更する場合は、次のコマンドを実行
します。

Device(config-class)# crypto 4 AES_CM_128_HMAC_SHA1_80

以下は、暗号スイートの変更を示す show running-config コマンド出力の抜粋です。

Device# show running-config
voice class srtp-crypto 100
crypto 1 AEAD_AES_256_GCM
crypto 2 AEAD_AES_128_GCM
crypto 4 AES_CM_128_HMAC_SHA1_80

AES_CM_128_HMAC_SHA1_80の優先順位を 3に変更する場合は、次のコマンドを実
行します。

Device(config-class)# no crypto 4
Device(config-class)# crypto 3 AES_CM_128_HMAC_SHA1_80

以下は、暗号スイートの設定が上書きされたことを示す show running-config コマンド
出力の抜粋です。

Device# show running-config
voice class srtp-crypto 100
crypto 1 AEAD_AES_256_GCM
crypto 2 AEAD_AES_128_GCM
crypto 3 AES_CM_128_HMAC_SHA1_80

関連コマンド 説明コマンド

以前に構成された暗号スイート選択優先リストをグローバルに、ま

たは音声クラステナントに割り当てます。

srtp-crypto
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説明コマンド

音声クラス設定モードに入り、srtp-crypto音声クラスの識別タグを割
り当てます。

voice class sip
srtp-crypto

セッション開始プロトコル (SIP)通話のアクティブなユーザエージェ
ントクライアント (UAC)およびユーザエージェントサーバ (UAS)
の情報を表示します。

show sip-ua calls

セッション開始プロトコル (SIP)ユーザエージェント (UA)のセキュ
アリアルタイムトランスポートプロトコル (SRTP)情報を表示しま
す。

show sip-ua srtp

clid through credentials (sip-ua)
117

clid through credentials (sip-ua)
crypto



暗号シグナリング
リモートデバイスアドレスに対応する、トランスポート層セキュリティ (TLS)ハンドシェイ
ク中に使用される trustpointtrustpoint-nameキーワードと引数を識別するには、SIPユーザエー
ジェント (UA)設定モードで crypto signalingコマンドを使用します。デフォルトのトラスト
ポイント文字列にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

crypto signaling{default |remote-addrip address subnet-mask}[tls-profile tag |trustpoint
trustpoint-name[cn-san-validateserver ][client-vtp trustpoint-name ] [{ecdsa-cipher [curve-size 384]
| strict-cipher}] ]

no crypto signaling{remote-addr ip-address subnet-mask|default}

構文の説明 （オプション）デフォルトのトラストポイントを設定します。デフォルト

(オプション)インターネットプロトコル (IP)アドレスをトラストポ
イントに関連付けます。

リモートアドレス IPア
ドレスサブネットマス

ク

(オプション) TLSプロファイル設定をコマンド crypto signalingに関
連付けます。

tls-profileタグ

（オプション）trustpointtrustpoint-name nameは、Cisco IOS公開キー
インフラストラクチャ（PKI）コマンドを使用して登録プロセスの一
部として生成されたデバイスの証明書を指します。

トラストポイントトラ

ストポイント名

(オプション)クライアント側のSIP/TLS接続中に、サーバ証明書の共
通名 (CN)フィールドとサブジェクト代替名 (SAN)フィールドを通じ
てサーバ IDの検証を有効にします。

cn-san-validateサーバ

(オプション) SIP-UAにクライアント検証トラストポイントを割り当
てます。

client-vtp
trustpoint-name

(オプション) ecdsa-cipherキーワードが指定されていない場合、SIP
TLSプロセスは、Secure Socket Layer (SSL)のサポートに応じて、よ
り大きな暗号セットを使用します。

サポートされている暗号スイートは次のとおりです。

• TLS_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256

• TLS_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384

ecdsa暗号

(オプション)TLSセッションに使用する楕円曲線の特定のサイズを設
定します。

曲線サイズ 384
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（オプション）strict-cipherキーワードは、Advanced Encryption
Standard-128（AES-128）暗号スイートを使用したRivest、Shamir、お
よび Adelman（RSA）の TLS暗号化のみをサポートします。

サポートされている暗号スイートは次のとおりです。

• TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA

• TLS_DHE_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA1

• TLS_ECDHE_RSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256

• TLS_ECDHE_RSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384

（注）

strict-cipherキーワードが指定されていない場合、SIP TLSプロセス
は、Secure Socket Layer (SSL)のサポートに応じてデフォルトの暗号
セットを使用します。

厳密な暗号

コマンドデフォルト 暗号シグナリングコマンドは無効です。

コマンドモード
SIP UA構成 (sip-ua)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(6)T

このコマンドは、キーワード ecdsa-cipherを
含むように変更されました。

15.6(1)Tと 3.17S

このコマンドは、キーワード client-vtpを含め
るように変更されました。

16.9.1

このコマンドは、キーワード curve-size 384を
含むように変更されました。

16.10.1a

このコマンドは、キーワード

cn-san-validateserverを含めるように変更され
ました。

16.11.1a

このコマンドは、キーワード: tls-profiletagを
含めるように変更されました。

Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.1a

このコマンドにヤンモデルのサポートが導入

されました。

Cisco IOS XE Cupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン trustpointtrustpoint-nameキーワードと引数は、Cisco IOSPKIコマンドを使用して登録プロセス
の一部として生成された CUBE証明書を参照します。
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単一の証明書が設定されている場合、その証明書はすべてのリモートデバイスで使用され、

defaultキーワードによって設定されます。

複数の証明書を使用する場合、各トラストポイントの remote-addr引数を使用して、証明書を
リモートサービスに関連付けることができます。remote-addrおよび default引数を一緒に使用
して、必要に応じてすべてのサービスをカバーすることができます。

この場合のデフォルトの暗号スイートは、CUBEの SSLレイヤーでサポートされている次の
セットです。

• TLS_RSA_WITH_RC4_128_MD5

• TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA

• TLS_DHE_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA1

• TLS_ECDHE_RSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256

• TLS_ECDHE_RSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384

• TLS_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_128_GCM_SHA256

• TLS_ECDHE_ECDSA_WITH_AES_256_GCM_SHA384

（注）

キーワード cn-san-validate serverは、クライアント側の SIP/TLS接続を確立するときに、証明
書の CNおよび SANフィールドを通じてサーバ IDの検証を有効にします。サーバ証明書の
CNフィールドと SANフィールドを検証することで、サーバ側のドメインが有効なエンティ
ティであることが確認されます。 SIPサーバとの安全な接続を作成する場合、CUBEは TLS
セッションを確立する前に、サーバの証明書の CN/SANフィールドに対して構成されたセッ
ションターゲットドメイン名を検証します。 cn-san-validateserverを構成すると、新しいTLS
接続ごとにサーバ IDの検証が行われます。

tls-profileオプションは、関連付けられた voice class tls-profile設定を通じて行われた TLSポリ
シー設定を関連付けます。 crypto signalingコマンドで直接使用できる TLSポリシーオプショ
ンに加えて、 tls-profile には sni sendオプションも含まれています。

sni sendは、TLSクライアントが初期TLSハンドシェイクプロセス中に接続しようとしている
サーバの名前を示すことができる TLS拡張機能である Server Name Indication (SNI)を有効にし
ます。クライアントの helloでは、サーバの完全修飾DNSホスト名のみが送信されます。 SNI
は、クライアント Hello拡張で IPv4および IPv6アドレスをサポートしていません。 TLSクラ
イアントからサーバ名を含む「hello」を受信すると、サーバは後続の TLSハンドシェイクプ
ロセスで適切な証明書を使用します。 SNIには TLSバージョン 1.2が必要です。
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Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.1a以降、新しい TLSポリシー機能は、voice class tls-profile 設定
によってのみ利用できます。

crypto signalingコマンドは、以前から存在していた TLS暗号化オプションを引き続きサポー
トします。トラストポイントを設定するには、 voice class tls-profile tagコマンドまたは crypto
signalingコマンドのいずれかを使用できます。Cisco IOSXEAmsterdam17.3.1a以降、voice class
tls-profile tagコマンドを使用して、TLSプロファイル設定を実行することをお勧めします。

（注）

例 次の例では、CUBEが IPアドレス 172.16.0.0を持つリモートデバイスとの TLS接続を
確立または受け入れるときに、 trustpointtrustpoint-nameキーワードと引数を使用する
ように設定しています。

configure terminal
sip-ua
crypto signaling remote-addr 172.16.0.0 trustpoint user1

次の例では、CUBEが任意のリモートデバイスとのTLS接続を確立または受け入れる
ときに、 trustpointtrustpoint-nameキーワードと引数を使用するように設定していま
す。

configure terminal
sip-ua
crypto signaling default trustpoint cube

次の例では、CUBEが IPアドレス 172.16.0.0を持つリモートデバイスとの TLS接続を
確立または受け入れるときに、 trustpointtrustpoint-nameキーワードと引数を使用する
ように設定しています。

configure terminal
sip-ua
crypto signaling remote-addr 172.16.0.0 trustpoint cube ecdsa-cipher

次の例では、TLSセッションに使用する楕円曲線の特定のサイズを設定します。

configure terminal
sip-ua
crypto signaling default trustpoint cubeTP ecdsa-cipher curve-size 384

次の例では、サーバ証明書の共通名 (CN)フィールドとサブジェクト代替名 (SAN)
フィールドを通じてサーバ ID検証を実行するように CUBEを設定します。

configure terminal
sip-ua
crypto signaling default trustpoint cubeTP cn-san-validate server

次の例では、コマンド voice class tls-profile tagを使用して行われた音声クラス設定を
コマンド crypto signalingに関連付けます。
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/* Configure TLS Profile Tag */
Router#configure terminal
Router(config)#voice class tls-profile 2
Router(config-class)#trustpoint TP1
exit
/* Associate TLS Profile Tag to Crypto Signaling */
Router(config)#sip-ua
Router(config-sip-ua)#crypto signaling default tls-profile 2
Router(config-sip-ua)#crypto signaling remote-addr 192.0.2.1 255.255.255.255 tls-profile
2

関連コマンド 説明コマンド

SIPユーザエージェント構成コマンドを有効にします。sip-ua

TLSセッションに必要な音声クラスコマンドの構成を有効にしま
す。

音声クラス tls-profileタ
グ
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


